
特集 新見市版地域共生社会の
実現を目指して 　萬歳子供神楽教室で、にーみんが国指

定重要無形民俗文化財「備中神楽」を体
験しました。平成最後のお正月にあたり、
子どもたちと一緒に神楽を舞って新年の
邪気を追い払い、市民の皆さんの無病息
災と豊作をお祈りしました。

■ まちやむらのあれこれ　p21
■ みんなの広場　　　　　p22・23
■ まちの話題　　　　　　p24・25
■ ハッピーバースデー　　p28
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人
口
が
減
っ
て
い
く

　

人
口
が
減
っ
て
い
く
。。

新
見
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

　

新
見
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れれ

か
ら
日
本
全
体
で
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
時
代

か
ら
日
本
全
体
で
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
時
代
にに

な
り
ま
す

な
り
ま
す
。。

こ
う
し
た
中
、
新
見
市
で
は
、
昨
年
始
ま
っ
た

　

こ
う
し
た
中
、
新
見
市
で
は
、
昨
年
始
ま
っ
た
新新

た
な
取
組

た
な
取
組
がが
今
年
か
ら

今
年
か
ら
本
格
化
し
ま
す
。
新
見
市

本
格
化
し
ま
す
。
新
見
市
独独

自
の
地
域
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く
取
組
で
す

自
の
地
域
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く
取
組
で
す
。。

人
口
減
少
に
目
を
そ
む
け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

　

人
口
減
少
に
目
を
そ
む
け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞぞ

れ
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
将
来

れ
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
将
来
のの
新
見
市
の
あ
り
方

新
見
市
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
く
。
そ
れ
が
、
地
域
共
生
社
会
の
実

を
考
え
て
い
く
。
そ
れ
が
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現現

を
目
指
す
取
組
の
大
き
な
目
的
で
す

を
目
指
す
取
組
の
大
き
な
目
的
で
す
。。

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
社
会
の
し
く

　

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
社
会
の
し
く
みみ

を
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
息
の
長
い
取
組
が
必

を
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
息
の
長
い
取
組
が
必
要要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
が

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
が
、、

　

年
後
年
後
、、　

年
後
の
新
見
市
の
姿
を
方
向
づ
け
る

年
後
の
新
見
市
の
姿
を
方
向
づ
け
る
ここ

１０１０

５０５０

と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。。

新
見
市
独
自
の
地
域
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く

　

新
見
市
独
自
の
地
域
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く
ここ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
、
新
見
市
の

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
、
新
見
市
の
未未

来
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
と
な
り
ま
す

来
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
と
な
り
ま
す
。。

こ
の
ま
ち
を
地
域
を

こ
の
ま
ち
を 
地
域
を 
未未
来
に
つ
な
げ
た
い

来
に
つ
な
げ
た
い

特
集
▼
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
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　私は、就任時から「協働」をまちづくりのキーワードの一

つとして掲げてまいりました。その上で、今も昔も、まちづ

くりの主役が市民の皆さまであることは変わっておりません。

　地域と行政がそれぞれの役割に基づいて、協力した取組に

よらなければ、本当のまちづくりにはつながっていかないと

考えております。

　本市にとって最大の課題は人口減少であり、その対策に重

点的に取り組んでおりますが、日本全体の人口減少が進んで

いることから、本市においても、この傾向は続いていくこと

が見込まれます。

　このため、今から、人口減少に備えたまちづくりも準備し

ておく必要があると考え、市民の皆さまと市、そして、新見

公立大学が、協働・連携して「地域共生社会」の実現を目指

していくことといたしました。

　私たちは、時代の変化とともに、物の豊かさや便利さを手

に入れましたが、一方では、人と人とのつながりや地域での

助け合いの力をだんだんと失ってきたのではないかと思って

おります。

　これから、本市が目指そうとしているのは、そうした人と

人とのつながりを取り戻し、”人と地域が元気なまち”を創る

ことです。地方創生や地方の良さに関心が高まり、地域の力

が見直されつつある今だからこそ、人口減少を悲観的にとら

えることなく、新見市版地域共生社会の実現に向けた取組を

市民の皆さまと前向きに進めてまいりたいと考えています。

　

昨
年
３
月
、
市
の
人
口
が
３
万
人
を

昨
年
３
月
、
市
の
人
口
が
３
万
人
を
下下

回
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
、
市
民
の

回
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
、
市
民
の
皆皆

さ
ん
の
多
く
が
驚
か
れ
た
こ
と
と
思
い

さ
ん
の
多
く
が
驚
か
れ
た
こ
と
と
思
い
まま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
人
口
予
測
で
は

す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
人
口
予
測
で
は　
２６２６

年
後
の
２
０
４
５
年
に
は
、
現
在
の
半

年
後
の
２
０
４
５
年
に
は
、
現
在
の
半
数数

程
度
に
ま
で
人
口
が
減
る
と
い
う
予
測

程
度
に
ま
で
人
口
が
減
る
と
い
う
予
測
がが

さ
れ
て
い
ま
す

さ
れ
て
い
ま
す
。。

人
口
が
減
っ
て
い
く
。
確
か
に
大
き

　

人
口
が
減
っ
て
い
く
。
確
か
に
大
き
なな

課
題
で
す
。
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で

課
題
で
す
。
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
で
、、

こ
れ
ま
で
の
社
会
の
し
く
み
や
構
造
が
変

化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
起
き
て
く
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
が
多
い
こ
と
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

は
、
決
し
て
イ
コ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
連
が
発
表
し
た
「
世
界
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０
１
８
」
で
、
世
界
で
最
も
幸

福
度
が
高
い
国
と
さ
れ
た
の
は
、
北
欧
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
し
た
。

　

こ
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
２

０
１
２
年
か
ら
毎
年
発
表
さ
れ
て
い
ま
す

が
「
所
得
」「
健
康
と
寿
命
」「
社
会
支
援
」

「
自
由
」「
信
頼
」「
寛
容
さ
」
な
ど
の
要

素
を
基
に
評
価
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

常
に
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
土
面
積
は
、　

万
３３

８
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
日
本

と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
国
土
に
、
５
５
６

万
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
人
口
密
度
は
１

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り　

人
ほ
ど
で

１６

す
。
日
本
の
人
口
密
度
が
、３
３
４
人（
新

見
市
は　

・
４
人
）
で
あ
る
こ
と
と
比
べ

３７

て
、
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

人
口
が
少
な
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、
世

界
で
最
も
幸
福
度
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
見
る
と
、
人
口
の
大
小
が
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
幸
せ
と
必
ず
し
も
比

例
し
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

新見市長

池 田　 一二三

夢と希望をもって
人と地域が元気なまちを創る

人
口
が
増
え
れ
ば
、
幸
せ
に
な
れ
る
？
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今
、
全
国
の
自
治
体
間
で
、
人
の
争
奪

戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
移
住
者
を
増
や

す
た
め
の
手
厚
い
支
援
策
を
設
け
、
外
か

ら
の
人
口
を
呼
び
込
む
こ
と
に
懸
命
に
な

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
人
口
が
増
え
れ
ば
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
は
、
必
ず
幸
せ
に
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
紹
介
し
た
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
例
を
見
れ
ば
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
後
、
新
見
市
で
は
人
口
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
を
受
け
止
め
た
う
え
で
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
の
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
創
っ
て
い
く

こ
と
を
、
施
策
の
中
心
と
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
け
る
社
会
の
こ
と
を
「
地
域
共
生

社
会
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
年
齢
や
性
別
な
ど
に
関

　
「
小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る
地
域
共

生
社
会
の
基
盤
構
築
」
の
取
組
は
、
か
つ
て

地
域
が
持
っ
て
い
た
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

や
自
治
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
組
で
す
。

　

大
字
区
域
や
旧
小
学
校
区
域
な
ど
、
日

常
の
生
活
圏
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

適
し
た
単
位
で
ま
と
ま
り
（
小
規
模
）、

地
域
振
興
を
は
じ
め
、
高
齢
者
支
援
、
福

祉
活
動
、
子
育
て
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、

防
災
活
動
、
交
通
安
全
活
動
、
空
き
家
対

策
、
移
住
者
支
援
、
環
境
保
全
活
動
、
産

業
振
興
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
（
多
機

能
）に
、
住
民
自
ら
が
、
考
え
方
や
方
向
性

を
決
め
て
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合

わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と（
住
民
自
治
）
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、「
地
域
運
営
組
織
」「
人
材
」「
活
動

資
金
」「
拠
点
施
設
」
と
い
っ
た
こ
と
が

人
口
減
少
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず

　

幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
創
る

２
つ
の
柱
で
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る

　

地
域
共
生
社
会
の
基
盤
構
築

係
な
く
、
個
々
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
を
創
っ
て
い
く
全
員
参
加
型
の
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
」
構
築
の

取
組
は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
住
民
自
治
（
地
域
が
中
心
と

な
っ
て
）
に
よ
り
、
地
域
の
将
来
や
課
題

を
考
え
て
い
く
「
小
規
模
多
機
能
自
治
に

よ
る
地
域
共
生
社
会
の
基
盤
構
築
」
の
取

組
で
す
。

　

住
民
自
ら
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に

関
心
を
持
ち
、
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
力

を
活
か
せ
る
し
く
み
を
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
、
地
域
の
自
治
力

を
高
め
る
取
組
で
す
。

　

も
う
１
つ
の
柱
は
、
新
見
市
が
持
つ
強

み
で
あ
る
新
見
公
立
大
学
と
連
携
し
て
、

同
大
学
の
知
見
や
人
材
を
活
か
し
つ
つ
、

市
全
体
の
将
来
や
課
題
を
考
え
て
い
く

「
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

組
で
す
。
こ
の
２
つ
の
柱
に
沿
っ
た
事
業

を
同
時
に
進
め
て
行
く
こ
と
で
、
市
全
体

を
視
野
に
入
れ
た
効
果
的
な
取
組
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
も
行
わ
れ
て
い
る
地
域

共
生
社
会
の
取
組
に
、
新
見
公
立
大
学
が

関
わ
っ
て
い
く
点
が
、「
新
見
市
版
」
と

表
現
し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
す
。

その１

小規模多機能自治に
よる地域共生社会の

基盤構築

主に地域特有の課題解
決と地域の発展に向け
た取組を行う　

大学を活かした
まちづくり

主に市全域で共通する
課題解決と市全域の発
展に向けた取組を行う

新見市版地域共生社会の実現

人と地域が元気なまちを創る
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特集▶新見市版地域共生社会の実現を目指して

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
や
内
容
は
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
地
域
ご
と
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
地
域
運
営
組
織

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
住
民
が
中
心
と
な

っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
組
織
（
地

域
運
営
組
織
）
が
必
要
で
す
。
各
地
域
内

の
住
民
、
事
業
者
、
各
種
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　

既
に
市
内
に
は
、
各
地
域
の
住
民
の
多

く
が
参
画
し
て
い
る
「
地
域
振
興
会
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
同
組
織
が
母
体
と
な
り
、

地
域
運
営
組
織
へ
移
行
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

 
人
材

　

地
域
内
す
べ
て
の
住
民
が
地
域
を
支
え

る
人
材
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
的
知
識
の
あ
る
人
、
地
域

内
の
商
店
・
事
業
所
・
団
体
な
ど
と
の
連

携
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
地
域
と
の
連
絡
調
整
役
を
担
う

「
地
域
担
当
職
員
※
①
」
を
配
置
し
、
地

域
運
営
組
織
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
②
（
地
域

支
え
合
い
推
進
員
）」
を
配
置
し
、
地
域

内
の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
、
連
携
体
制
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
地
域
ニ
ー
ズ

と
民
間
サ
ー
ビ
ス
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

を
担
い
ま
す
。

※
①
新
見
地
域
８
市
民
セ
ン
タ
ー
管
内
に

　

各
３
人
、
大
佐
、
神
郷
、
哲
多
、
哲
西

　

地
域
に
各
５
人
を
任
命
し
て
い
ま
す
。

※
②
新
見
地
域
８
市
民
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン

　

タ
ー
長
が
担
っ
て
い
ま
す
。

 
活
動
資
金

　

地
域
運
営
組
織
が
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
は
活
動
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
一
括
交
付
金

　

活
動
に
必
要
な
資
金
と
し
て
、
市
は
、

「
一
括
交
付
金
」
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

役
員
の
人
件
費
な
ど
の
基
本
額
に
加
え

て
、
現
行
の
各
種
補
助
金
な
ど
（
防
犯
灯

設
置
費
補
助
金
、
敬
老
会
補
助
金
、
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
な
ど
）
を
統
合

し
て
交
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

一
括
交
付
金
の
使
途
に
は
、
必
要
以
上

の
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
が
「
慰
労
会
の
飲

酒
・
飲
食
代
に
は
使
え
な
い
」
な
ど
、
最

低
限
の
ル
ー
ル
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
一
括
交
付
金
の
額
は
、
各
地
域

へ
均
等
に
配
分
す
る
均
等
割
と
各
地
域
の

人
口
に
応
じ
た
人
口
割
を
組
み
合
わ
せ
て

算
定
す
る
予
定
で
す
。

■
自
己
資
金

　

将
来
的
に
は
、
地
域
内
の
資
源
や
人
材

を
活
用
し
、
地
域
自
ら
が
必
要
な
資
金
を

調
達
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
特
産
品
や
そ
れ
を
使
っ
た
加
工
品
の
開

発
･
販
売
、体
験
型
観
光
、農
業
体
験
、リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
）

 
拠
点
施
設

　

住
民
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
交

流
し
た
り
自
主
活
動
が
で
き
る
拠
点
で
す
。

「
市
民
セ
ン
タ
ー
」
や
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
」
の
ほ
か
、
す
で
に
地
域

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
「
集
会
施
設
」
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
空
き
家
」「
空
き
店
舗
」
な
ど
、

地
域
の
中
で
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
場

所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
が
拠
点
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。

①地域での機運づくり
地域としてさまざまな取組を行っていくためには、まず、地域内の機運づくりが必要です。地域
住民が広く参加する場で、地域の将来や課題について話し合いを重ねることにより、地域での共
生社会づくりに向けた機運の醸成を図ります。
②地域の将来計画の策定
地域での機運が醸成される中で、地域としての将来像や、その実現に向けた具体的取組を定めた
「地域将来計画」を策定します。
③地域運営組織の設立・活動開始
「地域将来計画」が策定された後、地域運営組織を設立し、実際の活動を開始することになります。

地 域 運 営 組 織

地域での
機運づくり

立ち上げ
準備

設立 活動
開始

活動に応じた
部会の設置

部会

…会長

…副会長

…事務局

…役員

役員会

〈参考〉地域運営組織

地域担当職員
生活支援コーディネーター

人的支援

一括交付金（仮称）

財政支援

協働のまちづくり交付金

地域に適した
事例を計画へ反映

職員
コーディデデ ネータターーー

支援援

金（仮称）

支援

地 域 運 営 組組組 織

立

運 営 組組組組 織運

活動

行
政

地
域

…

地域の将来計画

先進事例

地域の魅力や課題を洗い出し、将来
像や具体的取組について話し合う

地域運営組織の設立・活動開始までの流れ地域運営組織の設立・活動開始までの流れ
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こ
れ
は
「
熊
野
の
将
来
を
考
え
る
会

（
森
田　

寿
会
長
）」
が
、
昨
年
９
月
か
ら
、

熊
野
地
域
・
井
倉
野
地
域
住
民
相
互
に
よ

る
「
助
け
合
い
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
「
送
迎
支
援
」

の
様
子
で
す
。

　

現
在
、
熊
野
・
井
倉
野
地
域
に
は
、
１

３
５
世
帯
約
３
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
て
、

高
齢
化
率
は　

％
を
少
し
上
回
る
状
況
に

４０

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
助
け
合
い
事
業
」
で
は
、
地
域

住
民
を
対
象
に
「
送
迎
支
援
」
と
「
生
活

支
援
」
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
し
た
送
迎
支
援
で
は
、
通
院
の
ほ

か
、
買
い
物
、
市
役
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
、

農
協
、
郵
便
局
な
ど
へ
も
送
迎
し
て
も
ら

え
ま
す
。

　

一
方
、
生
活
支
援
で
は
、
草
刈
り
や
草

取
り
、
墓
掃
除
、
買
い
物
代
行
と
い
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
域
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
き

っ
か
け
は
、
平
成　

年　

月
に
同
会
が
行

２９

１２

っ
た
「
助
け
合
い
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
。
調
査
結
果
の
中
で
、
要
望
の
多

か
っ
た
２
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

協
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
市
が
「
住
民
自
治
を

基
本
と
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に
創
設

３０

し
た
「
新
見
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に

役
立
つ
と
思
わ
れ
る
事
業
を
試
行
的
に
行

　

冬
の
訪
れ
を
感
じ
は
じ
め
た　

月
の
あ
る
朝
、
１
台
の
車
が
、
市
街
地
の
病
院
の

１２

駐
車
場
に
到
着
。
車
か
ら
降
り
て
き
た
高
齢
の
女
性
は
、
病
院
の
待
合
室
へ
入
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　

女
性
を
無
事
送
り
届
け
た
車
は
、
次
の
病
院
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

新
見
市
の
最
南
部
、
熊
野
・
井
倉
野
地
域
の
住
民
が
は
じ
め
た
「
送
迎
支
援
」
の

様
子
で
す
。
利
用
の
申
し
込
み
が
あ
る
と
、
市
内
の
レ
ン
タ
カ
ー
業
者
か
ら
１
日
単

位
で
車
両
を
借
り
受
け
、
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
運
転
手
と
し
て
地
域
内
を

運
行
し
ま
す
。
こ
の
日
は
、
朝
早
く
、
井
倉
野
（
井
倉
）
を
出
発
し
、
熊
野
（
法
曽
）

を
経
由
し
て
、
市
街
地
の
い
く
つ
か
の
病
院
ま
で
、
地
域
の
女
性
４
人
を
順
番
に
送

り
届
け
ま
し
た
。

　

運
転
手
の
男
性
は
、
女
性
た
ち
が
診
察
を
受
け
て
い
る
間
、
近
く
で
待
機
し
、
診

察
が
終
わ
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
各
病
院
ま
で
女
性
た
ち
を
迎
え
に
行
き
、
地
域
へ

と
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

私らの地域は　私らの手で
　次の世代に　つなげたい　それが思いです

　

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
域
の
挑

始
ま
っ
て
い
ま
す　
地
域
の
挑
戦戦

〜
熊
〜
熊
野野
・・
井
倉
野
地
域

井
倉
野
地
域
〜〜

先進
事例
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特集▶新見市版地域共生社会の実現を目指して

う
団
体
に
対
し
て
、　

万
円
を
限
度
に
支

５０

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
現
在
、
一
律
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
で
は
手
の
届
か
な
い
市
内
各
地
域
特
有

の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
協
力
し
な
が
ら
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
し
く
み
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
話
し
合
い
を
も
と
に
、
地
域

の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

で
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
。
こ
の
熊
野
・

井
倉
野
地
域
の
取
組
は
、
そ
の
一
つ
の
見

本
と
な
る
も
の
で
す
。

熊野・井倉野地域では、地域づくりのために頑張って
いらっしゃる皆さん一人ひとりが、生き生きと輝いて
見えました。人と人のつながりは、横のつながりだけ
でなく、親から子へ、子から孫へとつながる縦のつな
がりもあります。親を見て子は育つと言われます。親
やおじいちゃん、おばあちゃんが地域を大事にする姿、
生きがいをもって生きる姿をみれば、子どもたちは、
地域を大事にする子どもになり、やがて、地域を支え
る人材に育っていくのではないかと取材を通じて感じ
ました。

年を取っても安心して住み続けられる地域に

　「助け合い事業」の実現に向けて、地域で協議を重ねたことで、

これまで以上に地域の一体感が生まれ、取組への熱意も高まったと

感じています。

　高齢者や一人暮らしの人が増加しているこの地域においては、地

域住民同士が助け合うことで、安心した生活が送れるのではないか

と思っています。

　この事業に取り組んだことで、地域の困りごとを地域の助け合い

で解決するための一歩を踏み出すことができました。

　こういった取組を市内に広げていくためには、地域を支える人材

の確保や育成が課題ではないでしょうか。そのあたりを行政にも支

援してもらえればと思っています。

　これから熊野・井倉野地域では、これまで以上に人と人とのつな

がりを深めながら、地域力の向上を図っていきたいと考えています。

熊野の将来を考える会

 森  田 　
もり た

 寿  会長毅
ひさし

続けていくことが重要

　現在６人が交代で、日曜日を除いて、病院

やスーパーへ送迎しています。保険には入っ

ていますが、やっぱり気を遣いますね。でも、

こういうことをしないと今から田舎は回らな

いし、いずれそういう立場にもなるでしょう

から、できることはしたいと思っています。

通院の道中も楽しいです

　４月に夫を亡くし、今はひとり暮らしをし

ているので助かります。生活支援では草刈り

をしてもらいましたし、月に１回は病院への

送迎支援もお世話になっています。送迎の際

には普段会わない人とお話もできて楽しいで

すよ。この事業が続くことを期待しています。

運転ボランティア

 佐  藤  一  郎  さん幾
さ とう いち ろう

利用者

 川  井  喜  久  子  さん規
かわ い き く こ
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新
見
公
立
大
学
は
、
市
内
唯
一
の
高
等

教
育
機
関
で
す
。

　

全
国
に　

校
あ
る
公
立
大
学
の
多
く
が

９２

都
道
府
県
立
、
指
定
都
市
立
で
あ
る
中
で
、

人
口
３
万
人
規
模
の
市
に
公
立
大
学
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
稀
な
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
の
入
学
生
を
も

っ
て
短
期
大
学
の
募
集
を
停
止
し
、
平
成

　

年
度
か
ら
１
学
部
３
学
科
の
４
年
制
大

３１学
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
４
５

５
人
の
定
員
が
２
８
０
人
増
え
、
２
０
２

２
年
度
に
は
７
３
５
人
の
学
生
が
学
ぶ
こ

と
と
な
り
、
本
市
の
貴
重
な
地
域
資
源
と

い
え
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す

取
組
の
中
で
、
こ
の
新
見
公
立
大
学
と
連

携
・
協
働
し
な
が
ら
、
市
の
活
性
化
や
課

題
解
決
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
取
組
が

「
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
大
学
の
専
門
的
な
知
見

や
人
材
を
活
用
で
き
る
こ
と
は
、
本
市
の

大
き
な
強
み
と
言
え
ま
す
。
今
後
、
新
見

公
立
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
中

で
は
、
当
面
、
次
の
３
つ
の
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

 
地
域
共
生
社
会
推
進
事
業

　

新
見
公
立
大
学
と
連
携
し
て
、
す
べ
て

の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
地
域
共
生
社
会
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

①
地
域
共
生
社
会
の
意
識
づ
く
り

　

講
演
会
の
実
施
や
地
域
へ
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
な
ど
を
行
い
、
地
域
共
生
社

会
の
意
識
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

②
大
学
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
活
用

　

大
学
の
持
つ
専
門
的
な
知
見
や
人
材
を
、

市
の
政
策
の
立
案
時
や
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
の
中
で
最
大
限
に
活

用
し
ま
す
。

③
地
域
へ
の
学
び
の
場
の
提
供

　

地
域
の
課
題
を
よ
り
体
系
的
、
専
門
的

に
学
び
た
い
と
考
え
る
市
民
に
対
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
支
援

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
見
公
立

大
学
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

 
福
祉
教
育
環
境
整
備
事
業

　

新
見
公
立
大
学
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、

福
祉
教
育
環
境
整
備
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

①
子
育
て
環
境
の
整
備

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整

備
を
進
め
る
中
で
大
学
内
の
「
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
※
」
を
活
用
し
て
、
人
口

規
模
の
小
さ
い
本
市
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
就
学
前
教
育
・
保
育
の
実
践
に
取
り

組
み
ま
す
。

※
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　

学
生
の
教
育
実
習
に
関
す
る
指
導
お
よ

び
支
援
、
学
校
教
育
・
家
庭
教
育
・
子

育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
支
援

を
行
う
機
関

②
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
、
介
護
・
介

護
予
防

　

大
学
と
連
携
し
て
、
健
康
や
介
護
に
関

す
る
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
知
識
の

普
及
や
技
術
的
支
援
を
行
う
た
め
の
人

材
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
研
究
環
境
の
整
備
お
よ
び
研
究
成
果
の

活
用

　

大
学
の
教
員
や
学
生
が
、
市
内
全
域
を

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
調
査
や
研
究
が

で
き
、
そ
の
成
果
が
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
さ
れ
、
広
く
市
民
に
還
元
さ
れ
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 
大
学
成
長
戦
略
支
援
事
業

　

大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
大
学
の
安
定
的
な
発
展
に
つ

な
が
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
大
学
完
全
４
年
制
へ
の
移
行
支
援

　

市
民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

②
学
生
の
生
活
環
境
の
整
備

　

学
生
が
本
市
に
愛
着
を
持
ち
、
こ
の
地

に
住
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
生
活

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
学
生
と
市
民
と
の
交
流
促
進

　

学
生
と
市
民
と
の
交
流
を
促
進
し
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

④
学
生
の
生
活
環
境
支
援

　

学
生
数
の
増
加
に
よ
る
住
居
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
見
駅
西
側

の
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有

す
る
土
地
を
購
入
し
て
、
民
間
活
力
に

よ
る
学
生
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
核
と
し

た
整
備
を
行
い
ま
す
。

大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

その２

新見公立大学
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特集▶新見市版地域共生社会の実現を目指して

　
「
新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
計
画
」

に
つ
い
て
、　

月　

日
か
ら
市
内
各
地
で

１０

１６

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
よ
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目

指
す
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
、
担
当
職
員

か
ら
「
小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る
地
域

共
生
社
会
の
基
盤
構
築
」
や
「
大
学
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
目
的
」
や
「
進
め
方
」

な
ど
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
市
長
と
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に
は
、
説
明
会
を
受
け
て

１１

２２

「
地
域
運
営
組
織
」
の
母
体
と
な
る
地
域

振
興
会
な
ど
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
「
市
長

と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し

「
地
域
運
営
組
織
の
設
立
ま
で
の
流
れ
」

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
に
は
「
住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
る
広
島
県
三
次
市
の

川
西
自
治
連
合
会
・ 
福  
永 

ふ
く 

な
が 

要 
会
長
に
よ
る

か
な
め

講
演
会
を
開
催
し
、
住
民
自
治
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
先
進
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

　

と
て
も
参
考
に
な
る
お
話
で
し
た
の
で
、

少
し
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

典
型
的
な
過
疎
の
ま
ち
で
あ
っ
た
川
西

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
役
所
出
張
所
、

農
協
支
所
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

撤
退
を
契
機
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

福
永
氏
か
ら
「
昔
を
語
る
郷
土
史
は
あ

っ
て
も
、
将
来
を
語
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

い
」「
た
と
え
絵
に
描
い
た
モ
チ
で
あ
っ

て
も
あ
っ
た
方
が
良
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
着
手
し
た
経

緯
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、

全
世
帯
の　

％
が
出
資
す
る
地
域
マ
ネ
ジ

８５

メ
ン
ト
会
社
の
設
立
、
そ
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
核
と
し
た
「
川
西
郷

の
駅
」
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

な
ど
の
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
住
民
が
関
わ
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
、
不
参
加
の
自
由
を

認
め
る
こ
と
の
重
要
性
や
組
織
が
継
続
的

に
話
し
合
い
の
機
能
を
持
つ
か
ど
う
か
で

取
組
の
成
否
が
決
ま
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
参
加
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
地
区
や
既
存
の
地
域
団
体
は
ど
う
な

る
の
？

答　

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
各
行
政
地
区

や
地
域
団
体
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見

を
総
括
し
、
取
り
ま
と
め
る
組
織
が
「
地

域
運
営
組
織
」
と
な
り
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
り
、
地
域
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

答　

地
域
ご
と
に
異
な
っ
た
地
域
特
有
の

課
題
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
解
決
し
、

そ
こ
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
を
支
え
ら
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、

地
域
活
力
と
自
治
力
を
取
り
戻
す
」
こ
と

と
な
り
、
人
と
地
域
が
元
気
な
ま
ち
に
な

り
ま
す
。

 
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

　
 　

会
場
で
開
催　

新
見
市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
計
画
説
明
会

１３

講演会の様子（南庁舎）
川西自治連合会
　　　　　　福 永　要　 会長

説明会の様子（きらめき広場・哲西）

説
明
会
で
の
質
問
・
回
答
な
ど
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小
規
模
多
機
能
自
治
は
、
結
局
、
行
政
が

で
き
な
く
な
っ
た
（
す
る
べ
き
）
こ
と
を

地
域
に
丸
投
げ
（
肩
代
わ
り
）
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
。
責
任
転
嫁
で
は
な
い
の
？

答　

小
規
模
多
機
能
自
治
よ
る
取
組
は
、

市
の
施
策
の
プ
ラ
ス
α
の
取
組
と
な
り
ま

す
。
複
雑
・
多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ

や
各
地
域
特
有
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
は
人
的
支
援
や
財
政
的
支
援
を
行
い
、

地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
で
会
合
を
開
く
と
き
、
市
か
ら
説
明

に
来
て
も
ら
え
る
の
？

答　

地
域
担
当
職
員
や
協
働
推
進
課
が
中

心
と
な
っ
て
説
明
に
伺
い
ま
す
。

今
で
も
、
し
っ
か
り
地
域
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
こ
れ
以
上
の
活
動
を
行
う
余

裕
は
な
い
！

答　

こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
は
、
主
に
イ

ベ
ン
ト
が
中
心
で
し
た
。
小
規
模
多
機
能

自
治
で
は
例
え
ば
「
こ
れ
ま
で
し
て
い
た

地
域
行
事
（
イ
ベ
ン
ト
）
を
半
分
に
し
て
、

そ
の
半
分
を
地
域
の
課
題
解
決
に
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
将
来
計

画
を
策
定
す
る
中
で
、
現
在
の
取
組
が
今

後
も
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
整
理
す

る
機
会
に
な
り
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
の
地
域
の
区
分
は
ど
の
よ

う
に
決
め
る
の
？

答　

日
常
生
活
圏
域
（
大
字
区
域
や
旧
小

学
校
区
な
ど
）を
考
慮
し
な
が
ら
、地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
、
最
も
活
動
し
や

す
い
区
域
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

新
見
支
局
管
内
の
「
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
」
と
「
地
域
運
営
組
織
」
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
？

答　

地
域
に
よ
っ
て
は
「
地
域
振
興
会
」

の
ほ
か
「
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
が

母
体
と
な
っ
て
「
地
域
運
営
組
織
」
に
移

行
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

「
地
域
運
営
組
織
」
が
設
立
さ
れ
た
地
域

で
は
「
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
は
廃

止
と
な
り
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
、
地
域

に
新
た
な
組
織
が
で
き
て
、
地
域
の
負
担

が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
の
？

答　

地
域
の
振
興
会
な
ど
の
母
体
と
な
り

得
る
組
織
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
組
織
を

も
っ
て
地
域
運
営
組
織
へ
の
移
行
を
目
指

し
ま
す
。

　

地
域
運
営
組
織
へ
の
移
行
（
立
ち
上

げ
）
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
機
に
、
地

域
内
の
各
種
既
存
組
織
が
持
つ
役
割
や
機

能
を
点
検
し
た
う
え
で
整
理
統
合
に
努
め
、

役
員
の
負
担
軽
減
や
重
複
す
る
業
務
の
整

理
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
、

地
元
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

事
務
な
ど
を
、
地
域
担
当
職
員
が
や
っ
て

く
れ
る
の
？

答　

地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
自
主
性
・

自
立
性
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
自
ら

事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

役
員
（
事
務
局
）
の
人
件
費
を
、
一
括

交
付
金
の
一
部
に
計
上
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
担
当
職
員
は
、
必
要
な
情
報
提
供

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
中
心
と
し
て
地
域
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
が
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た

場
合
、
何
か
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
？

答　
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
は
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と

し
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

市
内
全
域
で
の
取
組
を
期
待
し
て
い
ま

す
が
、
設
立
さ
れ
な
い
場
合
は
、
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

説
明
会
で
の
質
問
・
回
答
な
ど

　

の
つ
づ
き
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地
域
運
営
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
場
合
、

現
在
行
っ
て
い
る
「
小
地
域
ケ
ア
会
議
」

は
ど
う
な
る
の
？

答　
「
小
地
域
ケ
ア
会
議
」
は
、
地
域
課

題
を
抽
出
・
検
討
・
共
有
し
、
解
決
に
向

け
て
考
え
る
場
で
あ
り
、
重
要
な
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
へ
の
移
行
（
立
ち
上
げ
）

を
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
何
か
ら
始
め
れ

ば
よ
い
の
？

答　

地
域
運
営
組
織
を
設
立
す
る
機
運
が

高
ま
っ
た
時
点
で
、
地
域
の
魅
力
や
課
題

を
洗
い
出
し
、
将
来
像
や
具
体
的
取
組
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
で
「
地
域
の
将
来
計
画
」
の
策
定

が
必
要
で
す
。

　

設
立
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
は
、
地
域

担
当
職
員
や
協
働
推
進
課
が
中
心
と
な
っ

て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

一
括
交
付
金
は
何
に
使
え
る
の
？

答　

地
域
づ
く
り
、
防
犯
、
交
通
安
全
、

防
災
活
動
の
ほ
か
、
地
域
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
活
動
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
な
る

こ
と
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
制
限
な
く
使

え
ま
す
。

一
括
交
付
金
の
金
額
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
に

な
る
の
？

答　

地
域
内
の
人
口
が
５
０
０
人
程
度
の

地
域
運
営
組
織
の
場
合
、
２
０
０
万
円
程

度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

一
括
交
付
金
は
、
毎
年
申
請
す
る
必
要
が
あ

る
の
。ま
た
、交
付
金
を
使
い
切
れ
な
か
っ
た

場
合
、市
へ
返
納
す
る
必
要
が
あ
る
の
？

答　

毎
年
、
年
度
当
初
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
残
金
が
生
じ
た
場
合
は
、

市
と
協
議
の
う
え
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

２
０
１
９
（
平
成　

）
年
度
に
は
、
新

３１

見
支
局
管
内
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
区
域

に
地
域
担
当
職
員
を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
「
小
規
模

多
機
能
自
治
」
に
取
り
組
む
機
運
に
応
じ

て
、
地
域
担
当
職
員
や
協
働
推
進
課
が
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
地
域
担
当
職
員
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
も
、
地
域
の
要
請

に
応
じ
て
、
協
働
推
進
課
か
ら
説
明
や
意

見
交
換
に
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る
地
域
共
生

　

社
会
の
基
盤
構
築
の
こ
と

　

協
働
推
進
課　

緯
演
６
１
４
３

・
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と

　

大
学
連
携
推
進
室
（
企
画
政
策
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

緯
演
６
１
１
４

特集▶新見市版地域共生社会の実現を目指して

 

こ
れ
か
ら

　
 〜
一
歩
ず
つ
着
実
に
〜

平
成

年
７
月
豪
雨
に

３０

対
す
る
義
援
金

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
義
援
金
は
、
平
成　

年　

月

３０

１２

　

日
現
在
で

１４ ５
４
６
４
万
２
４
９
４
円
で
す
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

          
※　

月　

日
現
在
、
市
報　

月
号
掲 

１２

１４

１２

　

載
以
降
、
順
不
同

※
個
人
に
つ
い
て
は
公
表
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

※
公
表
し
た
団
体
等
の
名
称
は
、
申
し

出
の
あ
っ
た
名
称
を
そ
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課　

緯
演
６
１
２
６

金額 （円） 団体の名称

5,000北村技術株式会社

70,461協同組合　にいみプラザ

非公表西来寺きゃらの会

10,000スマイルソーシャル
ワーカーズにいみ

20,000にいみ子育てカレッジ
にこたんママスタッフ
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旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

　

旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。。

現
在
、
本
市
で
は
、
昨
年
の
七
月
豪
雨
並
び
に
台
風
第
二
十
四
号
に
よ
り

　

現
在
、
本
市
で
は
、
昨
年
の
七
月
豪
雨
並
び
に
台
風
第
二
十
四
号
に
よ
り
受受

け
た
甚
大
な
被
害
に
対
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り

け
た
甚
大
な
被
害
に
対
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
まま

す
。
今
回
の
災
害
を
受
け
、
改
め
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が
必

す
。
今
回
の
災
害
を
受
け
、
改
め
て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が
必
要要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。。

ま
た
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
「
新

　

ま
た
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
「
新
見見

市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
小
規
模
多
機
能

市
版
地
域
共
生
社
会
構
築
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
小
規
模
多
機
能
自自

治
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
新
見
公
立
大
学
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
二

治
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
新
見
公
立
大
学
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
二
つつ

を
柱
に
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
、
大
学
が
協
働
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地

を
柱
に
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
、
大
学
が
協
働
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域域

の
活
性
化
に
向
け
本
市
独
自
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

の
活
性
化
に
向
け
本
市
独
自
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後後

と
も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。。

結
び
に
、
こ
の
一
年
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
ああ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。。

新新
年年
明明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
とと

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。。

新見市議会議新見市議会議長長

仲 田 康仲　田　康　豊豊
新見市新見市長長

池田 一二池 田　一 二 三三

平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

　

平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
くく

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。。

二
元
代
表
制
の
一
躍
を
担
う
市
議
会
は
、
分
権
時
代
に
お
け
る
住
民
自
治

　

二
元
代
表
制
の
一
躍
を
担
う
市
議
会
は
、
分
権
時
代
に
お
け
る
住
民
自
治
をを

確
立
す
る
う
え
で
、
市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
多
様
な
民

確
立
す
る
う
え
で
、
市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
多
様
な
民
意意

を
反
映
し
、
議
決
に
よ
る
団
体
意
思
の
決
定
機
能
を
は
じ
め
と
し
て
、
監
視

を
反
映
し
、
議
決
に
よ
る
団
体
意
思
の
決
定
機
能
を
は
じ
め
と
し
て
、
監
視
機機

能
や
政
策
形
成
機
能
等
の
強
化
や
自
由
な
討
論
を
活
発
化
し
、
期
待
に
応
え

能
や
政
策
形
成
機
能
等
の
強
化
や
自
由
な
討
論
を
活
発
化
し
、
期
待
に
応
え
らら

れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。。

　

引
き
続
き
、
地
域
を
存
続
し
て
い
く
た
め
の
共
生
社
会
を
構
築
し
、
小
規
模
多

引
き
続
き
、
地
域
を
存
続
し
て
い
く
た
め
の
共
生
社
会
を
構
築
し
、
小
規
模
多
機機

能能
自自
治
を
確
立
す
る
た
め
、
執
行
部
と
と
も
に
諸
政
策
を
推
進
し
た
い
と
考

治
を
確
立
す
る
た
め
、
執
行
部
と
と
も
に
諸
政
策
を
推
進
し
た
い
と
考
ええ

て
お
り
ま
す

て
お
り
ま
す
。。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

　

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
まま

す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
らら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。。
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人
権
擁
護
委
員

　

平
成　

年
１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁

３１

護
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期

　

平
成　

年
１
月
１
日
～
３
年
間

３１

 安  立 　
あ だち 

 淳  子 さん
じゅん こ

（大佐田治部）

　神郷温泉は、昨年度まで冬期は休業していま
したが、本年度から冬期も通常営業します。ご
家族やお友だちなど、皆さんお誘い合わせのう
え、ぜひお越しください。
営業時間　（入浴時間）１１時～２１時
　　　　　（最終受付２０時３０分まで）
休 業 日　水曜日
　　　　　（祝祭日の場合営業）
【予約・
 問い合わせ先】
・神郷温泉
　緯応５１０６
・神郷支局
　緯往６１１２

　新見千屋温泉いぶきの里を利用者の皆さんに、
より便利にご利用いただけるよう、エレベータ
ーを新設しました。皆さんのご利用をお待ちし
ています。
【問い合わせ先】
・新見千屋温泉
　いぶきの里
　緯猿２０２０
・商工観光課
　緯演６１３６

さむ〜い冬は

温温泉泉でであたたあたたままろう!ろう!!!
冬期も通常営業！
　神郷温泉にお越しください

新見千屋温泉いぶきの里に
エレベーターを新設！

宝 く じ助成金を
活用しています

太
鼓
な
ど
を　

整
備
し
ま
し
た

　
「
神
郷
太
鼓
」（
福
田
秀
之
代
表
）
は
、

「
宝
く
じ
助
成
金
」
を
活
用
し
て
太
鼓
な

ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、（
一
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
基
に
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
政
策
課　

緯
演
６
１
１
４

　

歌
手
の
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
と
中
国
古
箏

奏
者
の
ウ
ー
・
フ
ァ
ン
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

や
お
友
達
と
ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日
晶

２２

　
　
　
　

時　

分
（
開
場　
　

時
）

１８

３０

１８

場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み　

大
ホ
ー
ル

入
場
料（
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
）

・
前
売　

２
０
０
０
円

・
当
日　

２
５
０
０
円

※
全
席
指
定　

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

※
チ
ケ
ッ
ト
は
１
人
５
枚
ま
で
購
入
可

※
前
売
券
が
完
売
の
場
合
は
当
日
券
の
販

　

売
は
あ
り
ま
せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
販
売
日　

１
月　

日
捷
～

２１

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

市
役
所
南
庁
舎　

２
階
生
涯
学
習
課
（
平
日
９
時
～　

時
）

１７

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

生
涯
学
習
課　

緯
演
６
１
１
０

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会

南
こ
う
せ
つ
w
i
t
h
ウ
ー
・
フ
ァ
ン

～
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
～
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　市では、にいみフォーラム（宮崎達子会長）
と共催で、男女共同参画社会を実現するための
取組として、落語を交えた講演会を開催します。
　大学教育や各種社会問題をテーマとした講演
など、幅広く活躍されている落語家の 林  家  染  二 

はやし や そめ じ

さんが、家庭の中で、社会の中で、互いに理解
し合い、助け合いながら生きていくことの大切
さなどをお伝えします。

日　時　２月９日松
　　　　１３時３０分～１５時
場　所　まなび広場にいみ
　　　　小ホール
講　師　林家 染二 氏
テーマ　「愉快！痛快！理解！
　　　　 男女共同参画社会って何？
　　　　 ～家族の絆が未来を豊かに～」
入場料　無料（申込不要）
【問い合わせ先】企画政策課　緯演６１１４

楽しく学ぼう
男女共同参画セミナー

落語を交えた講演会

日　時　１月２０日 （日）
　　　　１４時～（１３時３０分開場）
場　所　まなび広場にいみ　大ホール
　話題となった大ヒット作「名探偵コナン　ゼ
ロの執行人」を上映します。ぜひ、ご家族やお
友だちとご一緒にお楽しみください。
上映時間　１１０分
入 場 料（全席自由）
・高校生以下　無料　・一般　１００円
【問い合わせ先】生涯学習課　緯演６１１０

  第19回
  岡山県障害者スポーツ大会
　岡山県障害者スポーツ大会「輝いてキラリン
ピック」の出場者を募集しています。

参加資格
　県内に在住の身体障がい、知的障がい、精神
障がいのある人で、平成３１年４月１日現在で１３
歳以上の人
開催競技
　陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球、フラ
イングディスク、ボウリング　ほか　（１種目
のみ出場可）
開 催 日　５月１２日掌
場　　所　県陸上競技場ほか
申込方法　電話申込
申込期限　１月１８日晶
【申し込み・問い合わせ先】
・福祉課　緯演６１２６
・ほほえみ広場にいみ　緯沿２１６６

　障がい者を地域で支え合う社会を目指して、
にいみ福祉フォーラムを開催します。
日　時　２月２日松　１０時～１５時３０分
場　所　まなび広場にいみ
内　容
・基調講演
　演題
　「私の歩んだ道～見えないから 見えたもの～」
　講師　 竹  内   昌  彦  氏

たけ うち まさ ひこ

・手話合唱
・景品抽選会
・新見ウィンドアンサンブル演奏
・展示、体験、軽食コーナー　など
参加費　無料
【問い合わせ先】
・福祉課　緯演６１２６
・ほほえみ広場にいみ
　緯沿２１６６

学ぼ
う　楽しもう　みんなつながれ学ぼ
う　楽しもう　みんなつながれ

にいみ福祉フ ォーラム

新
見
文
化
交
流
館
自
主
企
画
事
業

「
名
探
偵
コ
ナ

「
名
探
偵
コ
ナ
ンン

ゼ

　
 

ゼ
ロロ
のの
執
行
人

執
行
人
」」をを

　
　
  　
 
上
映
し
ま
す

上
映
し
ま
す　
!!!!

出場者募
集 !!

出場者募
集 !!
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 所得税・市県民税申告準備
　対象者・必要書類など
※「確定申告のお知らせ」 （ハガキまたは封書） が税務署から送付されている　
　人はお持ちください。

必要書類など対象者
印鑑
※朱肉を使用するもの

申告する全ての人（共通） マイナンバーカード（写真付き）またはマイナンバー
通知カードと運転免許証などの身元確認書類
※扶養親族の分も必要（コピー可）

本人名義の預金通帳所得税の還付が見込まれる人

源泉徴収票給与や年金などがある人

年金支払証明書個人年金がある人

収支を記帳した帳簿、経費の領収書　など農業・営業などの事業所得や不動産所得がある人

肉用牛売却証明書
※免税牛に関する収支は、その他の収支と区別して記
帳してください。

免税牛の売却がある人

固定資産税課税明細書固定資産税を経費に計上する人

医療費領収書または医療費通知
※医療を受けた人、病院、薬局ごとに領収書を分け、
集計しておいてください。また、高額療養費や入院
給付金などの補填金がある場合は、その金額が分か
るようにしておいてください。

※おむつ代を医療費控除として計上するには、医師な
どによる「おむつ使用証明書」が必要です。

医療費控除を受ける人

控除証明書、領収書生命保険料控除、地震保険料控除、
社会保険料控除、寄付金控除を受ける人

親族関係書類と送金関係書類
※外国語で作成された書類の場合は翻訳文も必要です。国外に居住する親族について扶養控除などを受ける人

申告相談期間

２月１３日昌～３月１５日晶
※申告相談日の日程は「市報にいみ２月号」
でお知らせします。

災害で住宅や家財などに被害を受けた人へ
雑損控除等の対象になる場合があります

　平成３０年７月豪雨や台風第２４号などの災
害により、住宅や家財などに被害を受けた人
は、雑損控除などの適用により、所得税や市
県民税の全部または一部が軽減免除される場
合があります。
　なお、営業や農業などの事業用資産に被害
を受けた人は、その損失額などを事業所得の
必要経費として申告する必要があります。
　詳しくは、税務課または新見税務署（緯演
０９５１）へお問い合わせください。

ご注意ください！

　所得がない人でも、所得証明書の交付、国
民健康保険税や後期高齢者医療保険料の算定、
児童扶養手当の給付などの際、所得の申告が
必要になる場合があります。

税務署での申告

　次の人は、新見税務署での申告をお願いし
ます。
・青色申告をする人
・土地・建物の譲渡所得がある人
・株式譲渡所得、配当所得、先物取引所得が
ある人

・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）
を初めて受ける人

【問い合わせ先】
　税務課　緯演６１１７

お早めにお早めに ！！！！
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た
だ
き
、
送
信
後
必
ず
電
話
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
（
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
関
係
で
、
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

議
会
事
務
局

　

緯
演
６
１
５
１　

胃
演
６
１
８
３

　

メ
ー
ル　

g
ik
a
i@
c
ity
.n
iim
i.lg
.jp

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
、
施
設
状
況
な
ど
を

調
査
・
分
析
し
、
施
設
機
能
の
再
配
置

に
つ
い
て
具
体
的
な
方
針
を
示
す
「
新

見
市
公
共
施
設
機
能
再
配
置
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
案
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
公
表
方
法　

市
役
所
総
合
窓

口
、
財
政
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月　

日
昭
〜　

日
昭

１０

３１

提
出
方
法　

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
に
あ
る
「
新

見
市
へ
フ
ァ
イ
ル
を
送
る
」
か
ら
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
に
て
提
出
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
件
名
に
「
新
見
市
公
共
施
設
機

能
再
配
置
計
画
（
案
）
の
意
見
応
募
」

　

市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

全
て
の
子
ど
も
が
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
つ
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
子
ど

も
の
育
成
に
関
す
る
基
本
理
念
や
子
ど

も
の
権
利
の
内
容
な
ど
を
定
め
る
「
新

見
市
子
ど
も
条
例
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
条
例
案
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
案
の
公
表
方
法　

市
役
所
総
合
窓

口
、
議
会
事
務
局
、
各
支
局
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
４
日
晶
〜　

日
昭

３１

提
出
方
法　

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
に
あ
る
「
新

見
市
へ
フ
ァ
イ
ル
を
送
る
」
か
ら
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
に
て
提
出
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
件
名
に
「
新
見
市
子
ど
も
条
例

（
案
）
の
意
見
応
募
」
と
ご
記
入
い

プ
ラ
ザ

情
報

新
見
市
子
ど
も
条
例 
（
案
）
に

対
す
る
意
見
募
集

議
会
事
務
局　

緯
演
６
１
５
１

と
ご
記
入
い
た
だ
き
、
送
信
後
必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
、
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
政
課

　

緯
演
６
１
６
０　

胃
演
６
１
８
１

　

メ
ー
ル

g
y
o
u
k
a
k
u
@
c
ity
.n
iim
i.lg
.jp

　

市
営
斎
場
「
明
月
苑
」
は
、
今
後
も

安
定
し
た
運
営
を
行
う
た
め
、
火
葬
炉

設
備
の
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
友
引
日
に
合
わ
せ
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
３
月
２
日

松
、
７
日
昭
、　

日
昇
は
、
休
館
す
る

１９

た
め
火
葬
の
受
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
働
く
講
師
、

養
護
助
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
、
事
務

職
員
、
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

健
康
な　

歳
ま
で
の
人

６５

（
職
種
に
よ
っ
て
は
教
員
免
許
、
栄
養

新
見
市
公
共
施
設
機
能
再
配
置
計

画 
（
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集

財
政
課　

緯
演
６
１
６
０

小
・
中
学
校
臨
時
職
員
を
募
集

学
校
教
育
課　

緯
演
６
１
４
６

市
営
斎
場
「
明
月
苑
」
休
館
の

お
知
ら
せ生

活
環
境
課　

緯
演
６
１
２
４

２０歳になったら『国民年金』へ加入を!!

　２０歳を迎えると、さまざまな権利とともに義務
も生じます。国民年金に加入することも、その一
つです。国民年金は日本に住んでいる２０歳以上６０
歳未満の人が加入し、老後の生活やいざという時
の生活のために、みんなで保険料を出し合い、お
互いに支え合う制度です。加入の届け出や保険料
の納め忘れがあると年金が受け取れないことがあ
りますので、必ず国民年金に加入しましょう！
※２０歳になった時点で、すでに就職して厚生年金
　などに加入している人は、手続きは不要です。

「学生納付特例制度・納付猶予制度」
　学生や、学生でない50歳未満の人で、
国民年金保険料の納付が難しい人は、
それぞれ「学生納付特例」「納付猶予制度」が設け
られておりますので、未納のまま放置せず、まず
はお気軽にご相談ください。
【問い合わせ先】
・日本年金機構高梁年金事務所
　緯０８６６蔚０５７０
・市民課　緯演６１２３



17市報にいみ 第１６６号January2019

　

自
宅
・
事
業
所
な
ど
で
次
の
動
物
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
愛
玩
用
で
あ
っ
て

も
必
ず
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

対
象
家
畜
を
飼
養
す
る
人

対
象
家
畜

・
偶
蹄
類
（
牛
、
豚
、
馬
、
水
牛
、
鹿
、

羊
、
や
ぎ
、
い
の
し
し
）

・
家
禽
類
（
鶏
、
あ
ひ
る
（
あ
い
が
も
）
、

う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
）

報
告
内
容　

報
告
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
２
月
１
日
時
点
の
家
畜
の

種
類
お
よ
び
頭
羽
数
な
ど

そ
の
他　

報
告
様
式
な
ど
に
関
し
て
は
、

県
農
林
水
産
部
畜
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
高
梁
家
畜
保
健
衛
生
所

　

（
高
梁
市
高
倉
町
田
井
８
６
０
）

　

創
業
や
経
営
に
必
要
な
「
経
営
」「
財

務
」
「
人
材
育
成
」
「
販
路
開
拓
」
な
ど

の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
創
業
・

経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
２
回
目
を
開
催

し
ま
す
。
ま
だ
具
体
的
な
計
画
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

あ
る
市
町
村
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

対
象

　

森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
人

必
要
な
書
類

・
森
林
の
土
地
所
有
者
届

　

（
様
式
は
農
林
課
、
各
支
局
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

・
取
得
し
た
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面

・
取
得
し
た
森
林
の
土
地
の
登
記
事
項

証
明
書
（
写
し
で
も
よ
い
）
、
ま
た

は
土
地
売
買
契
約
書
、
相
続
分
割
協

議
書
の
目
録
、
土
地
の
権
利
書
の
写

し
な
ど
、
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が

分
か
る
書
類

場
）
、
哲
多
野
球
場
、
哲
多
農
村
広
場

日
時　

２
月
５
日
昇　
　

時　

分
か
ら

１８

３０

場
所　

新
見
市
民
体
育
館　

会
議
室

・
対
象
施
設
②

　

新
見
市
防
災
公
園
（
陸
上
競
技
場
・

サ
ッ
カ
ー
場
、
多
目
的
広
場
）

日
時　

２
月
７
日
昭　
　

時　

分
か
ら

１８

３０

場
所　

新
見
市
防
災
公
園
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム

　

相
続
な
ど
で
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
場
合
、
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら　

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
が

９０

士
免
許
が
必
要
で
す
）

　

履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
て
お

り
、
提
出
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

３１

に
各
種
大
会
な
ど
で
体
育
施
設
の
使
用

を
希
望
す
る
団
体
は
、
日
程
調
整
の
会

議
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
対
象
施
設
①

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
（
新
見
ピ

オ
ー
ネ
球
場
、
多
目
的
広
場
）
、
新
見

市
民
運
動
公
園
（
陸
上
競
技
場
兼
野
球

創
業
・
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

・
商
工
観
光
課　
　
　

緯
演
６
１
３
７

・
新
見
商
工
会
議
所　

緯
演
２
１
３
９

・
阿
哲
商
工
会　
　
　

緯
往
６
１
０
３

体
育
施
設
使
用
者
会
議
を

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
課 
緯
演
６
１
４
８

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

農
林
課　

緯
演
６
１
３
４

家
畜
頭
羽
数
調
査
の
実
施

県
高
梁
家
畜
保
健
衛
生
所

緯
０
８
６
６
鰻
２
０
７
７

新見市消防職員募集
　市では、平成３１年４月採用予定の消防職員採

用候補者試験を実施します。

■第１次試験日および場所

試験日　２月３日掌

場　所　新見公立大学

■受付期間

　１２月２８日晶〜１月２１日捷

　８時３０分〜１７時１５分

※年末年始（１２月２９日〜１月３日）および土・

日曜日、祝日を除く

※電子申請は随時受付、郵送は１月２１日捷必着

■試験実施要項・受験申込書の入手方法

　総務課、各支局、消防本部総務課に備え付け

ているほか、市ホームページからダウンロード

できます。

※受験申込書は郵便で請求することもできます。

　詳しくはお問い合わせください。

■受験資格・採用予定人員

※受験資格などの詳細は、新見市消防職員採用

候補者試験実施要項で確認してください。

■第１次試験実施後のスケジュール

　第１次試験合格発表　２月上旬

　第２次試験および合格発表　２月下旬

【申し込み・問い合わせ先】

　総務課　緯演６２０４

　〒７１８-８５０１　新見３１０番地３

　https://www.city.niimi.

　okayama.jp/

採用予定
人　　員受　　験　　資　　格

若干名

　平成３年４月２日以降に生まれた人
で、以下の条件をすべて満たす人
・高等学校卒業程度以上の学力を有す
る人、または平成３１年３月３１日ま
でに卒業見込みの人
・試験実施要項に定める身体的要件お
よび居住地要件等を満たす人

電子申請のページに
アクセスできます
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お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

　

市
内
で
創
業
し
て
間
も
な
い
人
、
創

業
を
検
討
し
て
い
る
人
、
事
業
を
承
継

す
る
人
な
ど

講
師　
 
難  
波 　
 
三  
郎  

氏

な
ん 

ば 

さ
ぶ 

ろ
う

　
　
　

（
中
小
企
業
診
断
士
）

日
時
・
内
容

・
１
月　

日
松

２６

９
時
〜　

時
「
経
営
戦
略
」
（
創
業

１２

プ
ラ
ン
の
基
礎
知
識
）

　

時
〜　

時
「
販
路
開
拓
」
（
マ
ー

１３

１６

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
、
販
路
開

拓
へ
の
展
開
）

・
１
月　

日
掌

２７

９
時
〜　

時
「
財
務
」（
財
務
諸
表
の

１２

基
礎
知
識
、
収
支
計
画
の
作
り
方
）

　

時
〜　

時
「
人
材
育
成
」（
経
営
者

１３

１６

の
心
構
え
、
経
営
計
画
書
の
作
成
）

場
所　

市
役
所
南
庁
舎

　
　
　

１
階
会
議
室
１
Ａ
・
Ｂ

定
員　
　

人
１２

※
申
し
込
み
が
６
人
未
満
の
場
合
中
止

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

１
月　

日
捷

２１

　

備
中
が
生
ん
だ
偉
人
、
山
田
方
谷
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
ピ
ア
ノ
演
奏
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月　

日
松　

時　

分
〜　

時

１２

１３

３０

１６

場
所　

倉
敷
市
立
美
術
館
講
堂

　
　
　

（
倉
敷
市
中
央
２
丁
目
６-

１
）

演
題
・
講
師

・
「
ピ
ア
ノ
と
語
り
で
歴
史
旅−

山
田

　

方
谷−

」

　
 
山  
地 　
 
真  
美 　

氏
（
岡
山
県
出
身
・

や
ま 

じ 

ま 

み

　

情
景
描
写
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

・
「
近
代
岡
山
の
漢
学
者
群
像
と
山
田

　

方
谷
・
三
島
中
州
」

　
 
町 　
 
泉  
寿  
郎 　

氏
（
二
松
學
舍
大
学

ま
ち 

せ
ん 

じ
ゅ 

ろ
う

　

文
学
部
教
授
）

定
員　

先
着
２
０
０
人
（
申
込
不
要
）

参
加
費　

無
料

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
、
秘
密
厳
守
。

日
時

　

１
月　

日
掌　

時
〜　

時

２７

１０

１６

　

相
談
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

緯
０
１
２
０−

０
５
２−

０
８
８

【
事
前
問
い
合
わ
せ
先
】

　

司
法
書
士　

近
藤　

雄
介

　

緯
０
８
６−

４
７
６−

７
７
８
９

　

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、 

ご
意
見
や
ご
要
望
を
国
有
林
野

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
の
詳
細
は
、
近

畿
中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

３１

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 
企
画
調
整
課

緯
０
６−

６
８
８
１−

３
４
０
６

全
国
一
斉　

生
活
保
護
１
１
０
番

生
活
保
護
、
疑
問
・
質
問
な
ん
で

も
Ｏ
Ｋ　
！！

暮
ら
し
を
、希
望
を
、守
る
た
め
に

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

「
山
田
方
谷
の
軌
跡
」−

山
田
方
谷

と
関
連
人
物
講
演
会−

「
山
田
方
谷
の
軌 
跡
（
〜
奇
跡
〜
）
」
実
行

委
員
会
事
務
局
（
倉
敷
市
観
光
課
）

緯
０
８
６−

４
２
６−

３
４
１
１

ロマンテロマンテ ィッィ ッククなな
ススイイーーツツパパーーテテ ィィーー

参加者募集!!

任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

３１

３２

年
３
月　

日
３１

対
象　

岡
山
県
内
在
住
で
、
森
林
、
林

業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人

※
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国

家
公
務
員
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

２８

３０

度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
た
人
は
除
き
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月　

日
昭

３１

２月１７日 （日）
１４ ： 00〜１７ ： 00
場所 ル ・ メルシ ェ  プラス
（岡山市北区大元上町８ −３３）

　独身男女の出会いの場となる、

カップリングパーティーを開催し

ます。会場では、専門スタッフが

丁寧にサポートしますので、同様

のイベントに参加経験のない人も

安心してご参加ください。

※希望者のみ無料送迎有

（送迎場所）　新見市役所、高梁市

役所、きびプラザ、JR岡山駅

定員　男女各２０人

※応募者多数の場合は抽選

参加資格

　２５〜４５歳くらいまでの独身者

　（※居住地制限はありません）

参加費

　男性 ３,０００円　女性 ２,０００円

申し込み先

　「スイーツ　カップリングパー

　 ティー」事務局

　〒７１０-０００１　倉敷市三田７６−１

　有限会社チアーズ

　緯０８６-４８４-００２０

　（１０：００〜１８：００）

　http://cheer-s.

　com/１９０２１７

申込期限

　２月３日掌

【問い合わせ先】

　市結婚推進協議会事務局

　（企画政策課内）　緯演６１１４



19市報にいみ 第１６６号January2019

クアオルト毎週ウオーキング（１月・２月）

　専門ガイドの案内により、血圧や脈拍、体表

面温度を測定・調整しながら、無理なく、楽しく、

定期的に行うウオーキングで、生活習慣病や認

知症、メンタルヘルス、糖尿病、運動器症候群

の予防と対策に効果があるとされています。

　事前の予約は不要で、現地で実践指導者（専

門ガイド）がお待ちしています。

参 加 費　３００円
集合時間　９時（１１時３０分終了予定）
集合場所
　《新見富士コース》　まんさく運動公園入口

　《満  奇  洞コース》　ふれあいセンター満奇
服　　装　動きやすく、脱ぎ着しやすい服装

※大雨や気象警報発令の場合を除き雨天決行

【問い合わせ先】協働推進課　緯演６１４３

実施日月コース

９日（水）

１月

満奇洞コース

１７日（木）新見富士コース

２４日（木）満奇洞コース

６日（水）

２月

新見富士コース

１３日（水）満奇洞コース

２１日（木）新見富士コース

２８日（木）満奇洞コース

１月の相談窓口

問い合わせ先予約相談会場・相談時間相談内容相談日

社協 哲西支所  緯押３３３３きらめき広場・哲西　９：００〜１２：００
心配ごと相談７日捷

社協 哲多支所  緯横３１１１哲多総合センター　　９：３０〜１２：００

哲多支局　　　 緯横２１１１哲多総合センター　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・法律相談９日昌

商工観光課　　 緯演６１３７市役所ふれあい会館　１０：３０〜１５：００消費生活相談
１０日昭

新見商工会議所  緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談

生活環境課　　 緯演６１２２市役所ふれあい会館　１０：００〜１５：００交通事故相談１１日晶

商工観光課　　 緯演６１３７要市役所ふれあい会館　１４：００〜２０：００岡山県よろず支援拠点による経営相談１５日昇

総務課　　　　 緯演６２０４市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００人権・行政・登記・家庭児童・母父子相談

１６日昌 社協　本所　　 緯演７３０６市役所南庁舎　　　　９：００〜１２：００心配ごと相談

社協　本所　　 緯演７３０６要市役所南庁舎　　　　１０：００〜１５：００法律相談

備北保健所新見支所  緯演５６９１要備北保健所新見支所　９：３０〜１１：３０心の健康相談
１７日昭

備北保健所新見支所  緯演５６９１要備北保健所新見支所　１５：００〜１７：００思春期心の健康相談

新見商工会議所  緯演２１３９要新見商工会議所　　　１０：００〜１５：００年金相談２４日昭

社協＝社会福祉協議会

運転前の事前準備

　積雪、凍結の対策として、冬用タイヤを装着

しましょう。また、運転開始前にフロントガラ

スの氷を溶かしてから出発しましょう。

安全速度と急な運転操作の厳禁

　雪道はゆっくり走りましょう。特にカーブ、

下り坂などの手前ではしっかり

減速し、車間距離を長くとるこ

とが重要です。また、凍結した

路面は非常に滑りやすいので、

急なハンドル操作やブレーキ操

作は避けましょう。

薄暮・夜間時間帯の事故防止対策

　日没時間が早いため、早めにライトを点灯し、

こまめに上向きライトに切り替えるなどして、

歩行者などに注意しましょう。また、歩行者は

外出時に夜光反射材を着用しましょう。

  本年も「ゆずる・とまる・まもる」 の

キャッチフレーズで、交通ルールの

遵守と正しい交通マナーを実践しま

しょう。

【問い合わせ先】

　新見警察署交通課　緯演０１１０

さあ 歩こう!さあ 歩こう!!!

冬期の交通事故を防止しまし ょう!
　　 〜新見警察署からのお知らせ〜
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はつらつ健康広場はつらつ健康広場
　

現
在
、
風
し
ん
が
全
国
的
に
流
行
し
て

い
ま
す
。

　

風
し
ん
の
免
疫
が
な
い
妊
婦
が
、
妊
娠

初
期
に
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
先
天
性
の
障
が
い
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
障
が

い
の
総
称
を
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）」
と
呼
び
ま
す
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
三
大
症
状
は
、
心
疾
患
、
難

聴
、
白
内
障
と
、
い
ず
れ
も
軽
視
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
大
症

状
以
外
に
も
、
小
眼
球
、
糖
尿
病
、
発

育
・
発
達
遅
延
な
ど
、
症
状
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
Ｃ
Ｒ
Ｓ
を
発
症

す
る
と
、
確
実
な
治
療
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
は
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
妊
娠

前
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

な
い
た
め
に
、
配
偶
者
や
周
り
の
家
族
が

抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
、
風
し
ん

に
か
か
ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

制
度
の
変
遷
に
よ
り
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
世
代
が
あ
り
ま
す
。

右
の
表
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
た
世
代
で
も
、

体
質
に
よ
っ
て
抗
体
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
妊
娠
を
希
望
す
る

女
性
と
、
配
偶
者
な
ど
周
り
の
人
は
、
抗

体
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
内
の
抗
体
検
査
実
施
医
療
機
関
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
地

以
外
の
医
療
機
関
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
風
し
ん
抗
体
検
査
は
、
結
果
が
出
る
ま

で
に
数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

検
査
日
に
お
い
て
県
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
①
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
者
を
含
む
）
な
ど
の
同
居

者
（
生
活
空
間
を
同
一
に
す
る
頻
度
の

高
い
者
）

③
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者
。
た
だ
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

・
過
去
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人

・
明
ら
か
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

る
人

・
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し
ん
の

既
往
歴
が
あ
る
人

・
１
歳
未
満
の
乳
児

　

無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て
は
、

備
北
保
健
所
新
見
支
所（
緯
演
５
６
９
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

　

無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
、
ま
た
は
そ
の

他
の
抗
体
検
査
に
よ
り
、
抗
体
価
が
低
い

結
果
を
提
示
で
き
る
人
で
、
無
料
風
し
ん

抗
体
検
査
の
対
象
と
な
る
人
。た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
除
き
ま
す
。

・
明
ら
か
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

　

る
人

・
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し
ん
の

　

既
往
歴
が
あ
る
人

・
既
に
こ
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

助
成
額　

・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

３
０
０
０
円

・
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン　
　

５
０
０
０
円

助
成
の
受
け
方

　

助
成
対
象
の
人
は
、
助
成
額
を
除
い
た

予
防
接
種
費
用
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
市
へ
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

詳
細
は
、
接
種
医
療
機
関
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
づ
く
り
課　

緯
演
６
１
２
９

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
も
注
意
を
！

先
天
性
風
し
ん
症
候
群 （
Ｃ
Ｒ
Ｓ
） か
ら

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

先
天
性
風
し
ん
症
候
群（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）と
は
？

　

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

抗
体
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
ま
す

市内風しん抗体検査実施医療機関
電話番号所在地医療機関名

演７８３８高尾２４８７−２０吉田医院 

演２１１０新見８２７−１新見中央病院 

演２１２３高尾２２７８−１渡辺病院 

焔３１８０土橋２４０６湯川診療所 

殴２５００大佐小阪部１４７０大佐診療所 

押９２２４哲西町矢田３６０４哲西診療所 

横９１８８哲多町本郷１３３４−１国際貢献大学校
メディカルクリニック

往６００１神郷下神代３９４６神代診療所 

風しんの予防接種制度と年齢
女性男性年齢（歳）

２回個別接種（接種率：高）～28 

１回個別接種（接種率：高）28～31

中学生時に医療機関で個別接種
（接種率：低）31～39

中学生時に
学校で集団接種
（接種率：高）

接種していない
（接種率：低）39～56

接種していない（接種率：低）56～

　

市
で
は
風
し
ん
予
防
接
種

　

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
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新
見
高
校
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
た
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
す
る
中
、

卒
業
後
も
競
技
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

続
け
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
平
成
５

年
、
新
見
市
初
の
社
会
人
チ
ー
ム
「
城
山

ク
ラ
ブ
」（
現
在
は
新
見
城
山
ク
ラ
ブ
）

が
誕
生
し
た
。「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
新
見

高
校
」
を
共
通
項
と
し
て
年
代
の
違
う
者

が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
高
校
で
は
各
年

代
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
、
一
流
を
極
め

た
と
思
っ
て
い
た
選
手
が
集
ま
っ
た
チ
ー

ム
で
あ
っ
た
が
、
社
会
人
の
壁
は
想
像
以

上
に
高
く
、
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
た

の
は
５
年
後
の
平
成　

年
の
全
日
本
総
合

１０

選
手
権
大
会
で
あ
っ
た
。
以
降
は
、
世
代

交
代
を
繰
り
返
し
な
が
ら
全
国
級
の
レ
ベ

ル
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成　

年
２７

に
は
世
代
を
つ
な
ぐ
受
け
皿
と
し
て
「
城

山
壮
年
の
部
」
を
立
ち
上
げ
、
全
日
本
壮

年
大
会
で
は
初
出
場
初
優
勝
を
果
た
し
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成　

年
、
城
山
ク

１２

ラ
ブ
か
ら
「
新
見
で
培
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
、
日
本
の
ト
ッ
プ
で
ど
れ
ぐ
ら
い
通

用
す
る
か
試
し
た
い
」
と
日
本
リ
ー
グ
に

挑
戦
す
る
選
手
が
現
れ
る
。
現
共
生
高
校

教
諭
の 
松  
本  
剛  
知 
氏
だ
。
練
習
環
境
な
ど

ま
つ 
も
と 
た
か 
の
り

不
利
な
条
件
も
あ
っ
た
が
、
平
林
金
属
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
４
番
サ
ー
ド
と

し
て
活
躍
し
、
幾
度
も
の
日
本
一
に
大
き

く
貢
献
し
た
ほ
か
、
首
位
打
者
や
打
点
王
、

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
輝
く
な
ど
、
新
見
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
し

て
み
せ
て
く
れ
た
。

　

高
校
や
社
会
人
が
競
技
実
績
を
残
し
て

い
く
中
、
大
き
な
出
来
事
が
起
こ
る
。
平

成　

年
の
岡
山
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

１７
技
の
新
見
へ
の
誘
致
だ
。
当
時
の
関
係
者

の
努
力
に
よ
り
、
花
形
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
に
も
あ
る
成
年
女
子
を
誘
致
し
た
の

だ
。
日
本
代
表
に
選
ば
れ
て
い
る
選
手
が

多
く
来
新
し
、
世
界
レ
ベ
ル
の
試
合
を
展

開
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
ト
ッ
プ
選

手
に
よ
る
試
合
を
行
う
に
は
、
大
会
運
営

に
相
当
の
準
備
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
施
設
整
備
、審
判
、記
録
、

放
送
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

一
流
に
な
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
、
市

で
国
体
を
担
当
し
た 
杉  
本  
昌  
志 
氏
は
「
選

す
ぎ 
も
と 
ま
さ 

し

手
が
気
持
ち
よ
く
試
合
が
で
き
る
よ
う
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ
り
、
日
本
一
の

運
営
を
し
よ
う
と
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

た
」
と
振
り
返
る
。
現
在
も
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
レ
ガ
シ
ー
と
な
り
、
全
国
大
会
な

ど
の
開
催
に
お
い
て
運
営
面
な
ど
が
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
国

体
誘
致
の
相
乗
効
果
で
、
新
見
第
一
中
学

校
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
創
部
さ
れ
た
ほ

か
、
小
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
新
見
ジ

ュ
ニ
ア
」
が
誕
生
、
そ
し
て
、
新
見
市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
い
う
中
心
的
な
組
織

も
で
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
環
境
は
大
き
く

前
進
し
た
。

　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ま
ち
」
と
し
て
銘

打
つ
新
見
市
は
、小
学
校
、中
学
校
、高
校
、

成
年
、
壮
年
、
シ
ニ
ア
と
あ
ら
ゆ
る
年
代

で
全
国
級
の
高
い
競
技
レ
ベ
ル
を
保
つ
。

ま
し
て
や
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
に
携
わ
り
、
自
分
事
の
よ
う
に

関
心
を
持
ち
応
援
も
し
て
く
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
地
域
は
、
他
に
例
は
な
く
、
大
い

に
誇
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
見
市
報
道
委
員

が
取
材
、
編
集
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

吋
吋
吋
吋
吋

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

角
川　
 
宣
行
（
新
見
）

難
波 　

美
帆
（
哲
西
町
矢
田
）

伊
勢
村 
美
佐
野
（
神
郷
下
神
代
）

今
田　
 
一
成
（
大
佐
田
治
部
）

木
下　
 
和
恵
（
下
熊
谷
）

高
瀬 　

智
司
（
長
屋
）

丸
山　
 
純
子
（
哲
多
町
本
郷
）

宮
﨑 　

桂
子
（
哲
多
町
本
郷
）

小
河 　

俊
文
（
市
議
会
議
員
）

谷
本　
 
隆
之
（
秘
書
広
報
課
長
）

まちやむらの

松本　剛知　氏

杉本　昌志　氏

   
に
い
み
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▼
後
編
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　新見公立大学に入学して、早くも2年がたとうとしています。私

が新見公立大学に入学したきっかけは、素晴らしい自然の景色や、

大学の雰囲気に引かれたためで、新見公立大学でなら看護師になる

夢に向かって頑張れると思い、受験しました。

　本学看護学科のいい所はたくさんありますが、まず、看護技術を

教えてくださる先生の人数が多いところです。人数が多いことで、

学生一人一人が教えてもらえる時間が長くなり技術を吸収しやすい

です。また人数が多いだけでなく、先生がみんな親切で優しいので、

質問もしやすく、とても感謝しています。

　看護学科2年の教室での雰囲気も良く、皆和気あいあいと過ごし

ています。

　また新見市は勉強しやすい環境です。新見市には遊ぶ場所があま

りありませんが、大学附属図書館に加え、新見市立図書館もあって、

勉強をする環境が整っているため、勉強に集中しやすいです。

　あと2年ほどで看護師国家試験がありますが、この素晴らしい場

所でしっかり学び、国家試験に向けて頑張りたいです。

新見公立大学に入学して
新見公立大学　健康科学部看護学科 2年

 佐  藤 　 哲  治 さん（長野県上伊那郡宮田村出身）
さ とう てつ はる

N
iim
i College

　

謹
ん
で
初
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
学
業
修
了
の
後
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
に
あ
る
瑞
応

寺
専
門
僧
堂
に
て
３
年
間
修
行
を
行
い
、
そ
の
後
、
東
京

に
あ
る
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
６
年
間
の
研
修
・

研
究
課
程
を
修
了
し
、
師
匠
か
ら
の
法
を
受
け
継
ぎ
、
平

成　

年
に
大
椿
寺
住
職
と
な
り
ま
し
た
。

２７

　

大
椿
寺
は
法
相
宗
の
高
僧
で
あ
っ
た
玄
賓
僧
都
が
、
花

木
の
地
に
平
安
時
代
の
大
同
元
年
（
８
０
６
年
）
に
開
か

れ
ま
し
た
。
今
も
続
く
こ
の
永
い
歴
史
は
、
歴
代
の
住
職

の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
檀
家
様
そ
し
て
地
域
の
皆

様
な
ど
、
大
勢
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
切
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

大
椿
寺
で
は
坐
禅
会
、
写
経
会
、

梅
花
講
な
ど
の
会
が
あ
り
、様
々
な

行
事
も
お
寺
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、広
く
た
く

さ
ん
の
方
に
気
軽
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
お
寺
を
目
指
し
て
精

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

鴨
長
明
が
「
発
心
集
」
に
書
き
残

し
、ま
た
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
良

寛
さ
ん
が
憧
れ
た
玄
賓
僧
都
を
私

も
お
慕
い
し
、法
の
灯
を
し
っ
か
り

繋
ぎ
、大
椿
寺
の
歴
史
を
大
切
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「１２００年の法灯を繋いでいく」
 鷲  山 　 晃  道 さん癌　哲多町花木　住職
わし やま こう どう
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北

か

ら

第　

通
１６６

南 か ら

見
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
高
校
卒

業
ま
で
を
新
見
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
岡
山
市
内
の
大
学
へ
４
年
間
通
い
、
現
在
は

お
隣
の
真
庭
市
役
所
に
入
庁
し
、
観
光
の
担
当
を

し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
は
新
見
の
隣
で
す
が
、
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

毎
日
が
勉
強
で
す
。
ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

東
京
や
大
阪
へ
出
張
し
た
り
、
外
国
の
方
と
関
わ

っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
へ
出
演
し
た
り
と
貴
重
な
経
験

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
社
会
人
１
年
目
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
も
多
い
日
々
で
す
が
、
休
日
に
新
見

　このコーナーでは、市内で文化やスポーツ
などの活動をしている団体を紹介します。掲
載を希望する皆さんからの応募をお待ちして
います。

応募は、秘書広報課緯演６１９０まで

みんなの広場

////

晴れ晴れのちのち晴れ 新晴れ　新見見はは今日今日もも青空い青空いっっぱい/ぱい / //

代 表 者　 小  郷 　 政  弘 さん
こ ごう まさ ひろ

主な練習場所　夢ひろば萬歳
連 絡 先　勢村健志さん
（電話番号はインターネット上では公開しておりません。）

　平成１０年、「神楽の里萬歳」に、萬歳地域の
子ども達を対象とした、国指定重要無形民俗
文化財「備中神楽」の伝承教室ができました。
　指導には、地域の哲多神楽同好会や矢戸社
の神楽師があたり、現在１０名の子どもが毎週
火曜日の午後７時から曲舞や猿田彦命の舞、
大国主命の舞等の稽古に励んでいます。
　今年は、中学生６名が素佐能の命の大蛇退
治全巻「八重垣の能」に挑戦しました。この
教室で習得した神楽を高齢者教室や氏神様の
秋祭り、地元の芸能祭や老人ホームの慰問な
どで発表しています。
　教室には小学校１年生から入会でき、中学
校卒業まで頑張っています。何より神楽が大
好きな子ども達の集まりです。萬歳地域以外
の子どもの入会も受け付けていますので、興
味のある方はご連絡ください。

まい　さーくるL nEet's j oyL nEet'sL nEet's
まい　さーくるまい　さーくる

jj ooyy

萬歳子供神楽教室

新

★

 冨  谷 　 奈  央 さん 莞
とみ や な お

真庭市（出身 足見）地方公務員

へ
帰
る
と
、
小
さ
い
頃

か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景

に
い
つ
も
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
帰
る
こ
と

の
で
き
る
故
郷
が
あ
る
の
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
自
分
が
ど
こ
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
私
の
故
郷
が
新
見
で
あ
る
こ
と
は
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

新
見
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　憩いとふれあいの公園で開催され、多目的広場で
は、新見高校・共生高校の男子ソフトボール部員が
守備に加わり、シートノックが行われました。ま
た、ピオーネ球場で行われた打撃練習では、男子高
校生らが投手を務めました。世界トップ選手の練習
風景に、取り囲むソフトボールスポーツ少年団の小
学生らは見入っていました。
　練習後に行われた日本代表選手と小学生とのふれ
あいイベントでは「ドッチビー」と「長縄飛び」で
交流し、児童は代表選手からたくさんの声を掛けて
もらっていました。
　その後、まなび広場にいみ小ホールで歓迎レセプ
ションが行われ、関係者らが出席し、チームを激励
しました。
　代表チームの山田恵里キャプテンは「皆さんから
の金メダルを獲って欲しいという期待に応えられる
よう励みたい」と抱負を述べ、代表チームを指導す
る宇津木麗華ヘッドコーチは「新見の男子高校生と
の練習は代表選手にとっても良い勉強になった。本
当に今日新見に来て良かった」と高校生・関係者に
感謝の気持ちを伝えていました。

打力と体力の強化を
中心に！

１１１１／２２４４

女子ソフトボール日本代表チーム国内強化合宿

　まなび広場にいみ大ホールで開催された２回の公
演は、いずれも超満員になりました。
　すっちー座長をはじめとする座員たちによる新喜
劇は、テレビでおなじみのギャグや新見をネタにし
たアドリブで、会場からは終始笑いが起こりました。
　宮川大助・花子や次長課長など有名なコンビが登
場したバラエティショーでは、切れのあるボケと鋭
いツッコミ、会場を巻き込んだ笑いに観客は大満足
の様子でした。

笑いの渦に包まれる１１１１／２２５５
吉本新喜劇＆バラエティショー　

　哲多支局周辺で開催され、男子１２チーム、女子３
チームが出場しました。
　男子は６区間２４.２キロメートル、女子は３区間
１２.１キロメートルのコースを、タスキをつないで力
走し、チームメイトや観客が中継地点や沿道から、
大きな声援を送っていました。
　結果は、男子は新見消防署Ａチーム、女子は全新
見高校Ａチームがそれぞれ優勝し、仲間と喜びを分
かち合っていました。

小春日和の中を駆け抜ける１１１１／１１８８
第66回新見市駅伝競走大会

山田 恵里
キャプテン

宇津木 麗華
ヘッドコーチ
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　市民体育館で行われ、市内の野球、バレーボール、
ソフトボールなどのスポーツ少年団員や保護者ら約
４００人が参加しました。
　綱引きでは、２４チームが３レーンに分かれて予
選、決勝を行い、哲多ソフトボールＡが優勝しまし
た。　長縄跳びでは、２５チームが出場し「１、２、３
…」と数をかぞえながらリズム良く飛ぶ中、高尾が
８９回を跳び、優勝しました。

多種目のスポーツ少年団が
綱引き、長縄跳びで交流

１１２２／９９
第３２回新見市スポーツ少年団交歓交流大会

　まなび広場にいみで、新見公立短期大学幼児教育
学科の学生による表現発表会が開催されました。
　プログラムには人形劇やミュージックパネルなど
の発表のほか、手遊びや振り付けのある歌もたくさ
んあり、学生の動きを真似して一緒に踊る子どもた
ちの姿が見られました。
　また、お絵かきや紙飛行機作りなどの体験コー
ナーもあり、子どもたちは学生に手伝ってもらいな
がら作品を作っていました。

　金谷の地域福祉センターで開催され、講師の 閆 
エン

 琪 
キ

さん（吉備国際大学４年、中国・天津出身）ら留学
生や市民、ＡＬＴなどが参加しました。
　班ごとに協力し、 青  椒  肉  絲 、

チン ジャオ ロー スー

 宮 
ゴン

 保 
バオ

 鶏 
ジー

 丁 （鶏肉とピー
ディン

ナッツの炒め物）、 餛  飩 （ワンタン）の３品を作りま
フン トゥン

した。
　留学生が慣れた手つきで調理するのを見た参加者
から歓声が上がるなど、和気あいあいとした雰囲気
で料理をしながら交流を楽しんでいました。

中国語、英語、日本語
でコミュニケーション

１１２２／６６
新見市国際交流協会「中国料理交流会」

　まなびの森新見図書館で、草間台エコミュージア
ム推進協議会（堀江利明会長）の主催により開催さ
れました。講師のうきぐもケイビングクラブ会長・
木村紘也氏から、さまざまな阿哲台の洞窟につい
て、入るところから出るところまでを写真で紹介さ
れ、参加者はあたかも自ら鍾乳洞を探検している気
分を味わいました。また、関連イベントとして、ま
なび広場にいみギャラリーで写真展、土橋地内で実
際に鍾乳洞の探検も行われ、参加者は阿哲台の洞窟
の魅力を再発見しました。

阿哲台の洞窟を探検！１１２２／１・１・２２
阿哲台洞窟講演会２０１８

夢があふれる発表会１１２２／８８
にいみゆめのぽけっと２０１８
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「
こ
ど
も
お
楽
し
み
会
・
こ
ど
も
映
画
会
」

　

幼
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
か
ん
た
ん
工
作
な
ど
と

子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
」

を
上
映
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

「
新
春
！
わ
く
わ
く
工
作
会
」

　

対
象　

小
学
４
～
６
年
生

　

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

　

参
加
費　

無
料

　

造
形
ラ
ン
ド
の
先
生
に
よ
る
楽
し
い
工
作

会
で
す
。

・
風
船
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

・
あ
な
た
は
超
能
力
者

・
ブ
ー
メ
ラ
ン　

を
作
る
予
定
で
す
。

　

電
話
（
緯
演
２
８
２
６
）
か
中
央
図
書
館

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
映
画
会
」

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
し
ま
じ
ろ
う
の
わ
お
！
お
は
な
し

大
特
集
！
」の
上
映
を
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

　

月　

日
松
～
１
月
３
日
昭

１２

２９

・
中
央
図
書
館
・
哲
西
図
書
館

・
哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

　

月　

日
晶
～
１
月
４
日
晶

１２

２８

・
お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

・
神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

・
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
館

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
館

『
国
宝　

上　

青
春
篇
』『
国
宝

 
下　

花
道
篇
』 （
小
説
）

中
央
・ 
哲
西

吉
田
修
一
／
著

朝
日
新
聞
出
版
／
刊

　
「
俺
た
ち
は
踊
れ
る
。
だ
か

ら
も
っ
と
美
し
い
世
界
に
立
た

せ
て
く
れ
！
」
侠
客
の
怒
号
と

悲
鳴
の
中
で
、
こ
の
国
の
宝
と

な
る
役
者
は
生
ま
れ
た
們
鳴

り
止
ま
ぬ
拍
手
と
眩
い
光
、
人

生
の
境
地
が
こ
こ
に
あ
る
。

『
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ク
ー
の
キ
ッ
チ

ン
ノ
ー
ト　

お
い
し
い
旅
レ
シ

ピ
』 （
料
理
）中
央

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ク
ー
／
著

世
界
文
化
社
／
刊

　

見
た
目
も
鮮
や
か
で
わ
く

わ
く
す
る
料
理
た
ち
…
驚
き

と
感
動
、
新
し
い
味
覚
を
求
め

て
レ
イ
チ
ェ
ル
と
い
ざ
食
の
旅

へ
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
人
気
の

レ
イ
チ
ェ
ル
の
料
理
ノ
ー
ト
か

ら
生
ま
れ
た
１
冊
で
す
。

『
ね
こ
で
す
。』 （
絵
本
）中央

・ 
哲
西

北
村
裕
花
／
作

講
談
社
／
刊

　

こ
の
か
た
ま
り
。「
ね
こ
で
す

か
？
」「
ね
こ
で
す
」
ふ
わ
ふ
わ

け
い
と
だ
ま
か
な
？
あ
ま
～
い

お
は
ぎ
か
な
？
な
に
に
み
え

る
？
た
の
し
い
リ
ズ
ム
で
想
像

力
を
は
ぐ
く
む
『
ね
こ
』
え
ほ

ん
！

『
や
き
い
も
や
ゴ
ン
ラ
』 （
絵
本
）

中
央

な
が
い
い
く
こ
／
作

く
す
は
ら
順
子
／
絵

ポ
プ
ラ
社
／
刊

　

ゴ
ン
ラ
の
や
き
い
も
や
は
、

い
つ
も
行
列
。で
も
、な
か
な
か

あ
き
ま
せ
ん
。「
ゴ
ン
ラ
っ
て
、

い
つ
も
無
愛
想
」「
や
き
い
も
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
な
の
よ
」
待
っ
て

待
っ
て
待
ち
つ
づ
け
…
や
っ
と

あ
い
た
！

今月の 本棚

図書館ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
定期休館日開館時間

１０：００～２０：００中 央 緯演２８２６
月曜日

（祝日のときは翌日）
９：００～１９：００
土日祝 １７：００閉館大 佐 緯殴２３０４

月曜日
（祝日のときは翌日）
月末の平日

１０：００～１８：００神 郷 緯往６１１０

土・日曜日、祝日９：００～１７：００哲 多 緯横２０１０
９：００～１９：００哲 西 緯押２１１０

祝日１０：００～１８：００学 術 緯演０６６４
中央＝中央図書館、大佐＝おおさ総合センター図書コーナー、神郷＝神
郷生涯学習センター図書コーナー、哲多＝哲多総合センター図書コー
ナー、哲西＝哲西図書館、学術＝学術交流センター図書館

２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で（
予
定
）

　

地
域
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の

た
め
、
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
前
は
駐
車
で
き

ま
せ
ん
。公
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

神
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

１
月　

日
松

１９

中
央
図
書
館

１
月　

日
捷

２８

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
館

１
月　

日
昌
、　

日
昭

３０

３１

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

１
月　

日
昇
～
１
月　

日
昭

２２

２４

哲
西
図
書
館

２
月
４
日
捷
～
２
月
８
日
晶

 
哲
西
図
書
館

「中央」などは、所蔵図書館を表しています。

1
月　

日
松　
　

時
～

１９

１４

 
中
央
図
書
館 
（
ま
な
び
の
森
新
見
図
書
館
）

１
月　

日
捷　
　

時　

分
～

２１

１０

３０

おすすめ

１
月　

日
掌　
　

時　

分
～

２０

１０

３０

駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

施
設
点
検
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

館
内
整
理
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

入
試
の
た
め
お
休
み
し
ま
す

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す



　

華
麗
な
る
新
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
８
／
２
０
１
９

　

鉄
斎
・
大
観
・
栖
鳳
・
玉
堂
・
関
雪
五
大
巨
匠
展

　

特
集
展
示
「
藤
井
哲
の
素
描
」
１
月　

日
松
～
４
月
７
日
掌

２６
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 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽609番地（緯煙2444）
開館時間 諮9：30～17：00
休 館 日諮月・火曜日　年末年始（12/27~1/4）
　　　　　但し1/14（月・祝）は開館

法曽陶芸館

●観覧料
　一般… 400円（350円） 　高校生… 200円（150円）
　（　）内は15人以上の団体料金
※中学生以下は入館無料

企画展

新見美術館
新見市西方361番地
（緯演7851）

会
期
▼
１
月　

日
掌
ま
で 

２０

生
誕　

年 
没
後　

年

瀧
﨑
華
峰
日
本
画
展

１２０

４０

開館時間諮
９：３０～１７：００
　（入館は１６：３０まで）

休 館 日諮
　月曜日
 （但し、１月１４日捷
　開館し、翌日休館）
　年始休館
 （１/１昇－１/４晶）

猪
風
来
の
縄
文
土
鍋
展

−

生
命
を
抱
く
器
た
ち −

会
期
▼
2
月　

日
掌
ま
で

24

ル
ー
ニ
ア
地
方
ベ
イ
タ
イ
村
の
ジ
ャ
ウ
マ

氏
の
工
房
に
て
習
得
し
た
も
の
で
す
。
約

１
１
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
魔
法
の
技
法

と
い
わ
れ
る
特
殊
な
釉
薬
技
法
で
ル
ス
ト

レ
ス
・
メ
タ
リ
コ
ス
技
法
や
レ
フ
レ
ッ
ク

ス
・
メ
タ
リ
コ
ス
技
法
、
コ
ブ
レ
（
銅
）

の
赤
と
青
の
彩
色
技
法
、
ド
ラ
ド
（
金
）

技
法
な
ど
で
す
。
釉
薬
の
皮
膜
が
酸
化
炎

と
還
元
炎
の
変
化
に
よ
っ
て
光
線
を
複
雑

に
反
射
し
、
オ
パ
ー
ル
現
象
を
お
こ
し
て

発
色
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
不
思
議
で
神
秘
な
供
魅
惑
の
美
僑

を
ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
展
の
縄
文
土
鍋
の
造
形
デ
ザ
イ
ン
と

色
彩
は
「
用
の
美
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
主
と

す
る
現
代
日
本
陶
芸
に
は
存
在
し
な
か
っ

た
全
く
新
し
い
造
形
美
で
す
。

　

「
大
自
然
の
尊
い
生
命
は
尊
い
器
で
抱

き
煮
る
」
と
い
う
造
形
思
想
を
、
生
命
と

魂
の
造
形
で
あ
る
縄
文
デ
ザ
イ
ン
を
応
用

し
て
入
魂
文
様
造
形
し
、
更
に
ス
ペ
イ
ン

の
釉
薬
技
法
や
現
代
陶
芸
の
最
先
端
技
法

を
用
い
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
唯
一
無

二
の
一
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
の
為
に
用
い
た
ス
ペ
イ
ン
の

技
法
は
、
２
０
０
２
年
に
猪
風
来
が
カ
タ

　

山
水
画
や
渓
谷
図
な
ど
風
景
画
を
得
意

と
し
た
瀧
﨑
華
峰
。
生
誕
１
２
０
年
・
没

後　

年
を
記
念
し
た
本
展
で
は
、
華
峰
の

４０
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表
作
を
中
心
に
、

美
術
館
で
の
初
公
開　

点
余
り
を
加
え
た

３０

　

点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４６
　

華
峰
は
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
、　
１８

歳
の
時
に
画
家
を
志
し
名
古
屋
に
出
て
、

南
画
と
風
俗
画
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

京
都
で
竹
内
栖
鳳
の
弟
子
・
橋
本
菱
華
に

師
事
し
、
研
鑽
を
積
み
ま
す
。
大
正
末
期

に
は
念
願
の
西
日
本
各
地
を
取
材
旅
行
し

ま
す
。
一
時
松
江
や
真
庭
市
勝
山
で
活
動

し
ま
す
が
、
昭
和　

（
１
９
３
８
）
年
拠

１３

点
を
新
見
に
移
し
、
昭
和　
（
１
９
７
９
）

５４

年
３
月
に
没
す
る
ま
で
創
作
を
続
け
ま
し

た
。
晩
年
は
、
新
見
市
文
化
協
会
の
設
立

や
新
見
市
文
化
展
な
ど
の
開
催
を
は
じ
め
、

新
見
市
周
辺
や
県
北
文
化
の
向
上
に
貢
献
、

後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
、
そ
の
功
績
に

よ
り
昭
和　

（
１
９
７
１
）
年
に
は
新
見

４６

市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
郷
土
の
人
々
や
自
然
を
愛

し
描
き
続
け
た
瀧
﨑
華
峰
の
絵
画
の
神
髄

に
迫
り
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

■
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

１
月　

日
捷　

時
～　

時

１４

１４

１５

瀧﨑華峰
水車小屋図(部分）

１９７８年

●観覧料　（　）内は１５人以上の団体料金
一　般 ５００（４００）円　  大学生 ４００（３５０）円
中高生 ２５０（２００）円　  小学生 １５０（１００）円

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」提示で観覧無料
※「高梁川流域パスポート」提示の小学生は土・日・祝休日に限り観覧無料
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今月、満１歳になる
子どもたちです。
これからも元気で大
きくなってね！

受講者募集
　子育てに悩む保護者を一人でも救えるように、そして子どもたちが健やかに成長していけるよう「親
育ち」のお手伝いを一緒にしませんか。
　「親育ち応援学習プログラム（親プロ）」は、幅広い世代の人を対象にした「親育ち」を応援するためのプロ
グラムで、保護者などを対象に、市内の保育園や幼稚園、小学校やその他子育て支援の場で親プロ講座
が実施されています。その親プロ講座の進行役を務めるファシリテーターの養成講座を実施します。

日　時　２月２６日昇９時３０分～１６時３０分
場　所　新見公立大学　学術交流センター研修室
対　象　教職員、幼稚園教諭、保育士、保健師、　
　　　　子育て支援団体関係者などのほか、子育
　　　　て支援・親プロに興味のある人
　　　　（市外在住の人も大歓迎です）
定　員　２０人程度
受講料　無料
その他　昼食の弁当を１食６００円（税込み）で購
　　　　入できます。希望する人は申込時にお知
　　　　らせください。
　　　　飲み物は各自お持ちください。

申込方法
　講座名「親プロファシリテーター養成講座」、郵
便番号、住所、氏名、年齢、職種、電話番号、弁
当希望の有無をご記入の上、はがき、ファクスま
たは電話でお申し込みください。
申込期限　２月１８日捷

【申し込み・問い合わせ先】
　生涯学習課
　緯演６１４７　俊演６１２０
　〒７１８−８５０１　新見３１０−３

 「親育ち応援学習プログラム」ファシリテーター養成講座

かわいいお子さんの１歳の記念に「ハッピーバースデー」に写真を掲載しよう!!
平成30年２月生まれのお子さんの写真を募集します。市役所、各支局の窓口またはメールで受け付けます。

掲載希望の人は秘書広報課（緯演６１９０）へお問い合わせください。（締切は１月１８日晶）

 棟  長 　 幸  咲 ちゃん
むね なが み さき

（土橋／１.２２生）
 建  石 　 和  奏 ちゃん
たて いし わ かな

（馬塚／１.２３生）
 福  吉 　 佑  菜 ちゃん
ふく よし ゆう な

（大佐田治部／１.２４生）

 髙  林 　ちはやちゃん
たか ばやし

（上市／１.１２生）

 前  坂 　 木  春 ちゃん
まえ さか き はる

（法曽／１.２６生）

 井  内 　 奏  汰 ちゃん
い うち かな た

（正田／１.１３生）
 名  越 　 一  翔 ちゃん
な ごし かず と

（西方／１.１２生）
 肥  田 　 佳  楠  子 ちゃん
ひ だ か な こ

（金谷／１.１５生）



○新 渡辺病院　　　　　　緯演２１２３
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 落合病院(内)　　　　  緯０８６７液１１３３
○真 近藤病院　　　　　　緯０８６７瑛２６７１
○高 成羽病院　　　　　　緯０８６６泳３１１１

１月１日
（火）

○新 長谷川紀念病院　　　緯演３１０５
○庄 こぶしの里クリニック緯０８４７７隠５２５５
○真 中山病院　　　　　　緯０８６７泳０３７１
○真 湯原温泉病院　　　　緯０８６７円２２２１
○高 高梁中央病院　　　　緯０８６６鰻３６３６

１月２日
（水）

○新 太田病院　　　　　　緯演０２１４
○庄 東城病院　　　　　　緯０８４７７隠２１５０
○真 金田病院　　　　　　緯０８６７液１１９１
○真 勝山病院　　　　　　緯０８６７瑛３１６１
○高 仲田医院　　　　　　緯０８６６鰻０５１１
○高 川上診療所　　　　　緯０８６６英４１８８

１月３日
（木）

○新 新見市休日診療所(内)  緯演０３３４
○新 新見中央病院　　　　緯演２１１０
○庄 三上クリニック　　　緯０８４７７隠１１５１
○真 金田病院　　　　　　緯０８６７液１１９１
○真 しんまち診療所(内)　  緯０８６７瑛１２２０
○高 大杉病院　　　　　　緯０８６６鰻５１５５

１月６日
（日）

○新 太田病院　　　　　　緯演０２１４
○庄 こぶしの里クリニック緯０８４７７隠５２５５
○真 湯原温泉病院　　　　緯０８６７円２２２１
○真 まにわ整形外科(外)　  緯０８６７泳７３００
○高 藤本診療所　　　　　緯０８６６鰻３７６０
○高 備中診療所　　　　　緯０８６６盈９００１

１月１３日
（日）

○新 新見中央病院　　　　緯演２１１０
○庄 庄原市休日診療センター 緯０８２４演９９００
○真 勝山病院　　　　　　緯０８６７瑛３１６１
○真 まつうら医院(内)　　  緯０８６７泳５６８６
○高 野村医院　　　　　　緯０８６６浦０００３

１月１４日
（月）

○新 渡辺病院　　　　　　緯演２１２３
○庄 瀬尾医院　　　　　　緯０８４７７隠００２３
○真 近藤病院　　　　　　緯０８６７瑛２６７１
○真 松坂医院（内）　　　　緯０８６７泳３３００
○高 成羽病院　　　　　　緯０８６６泳３１１１

１月２０日
（日）

○新 新見市休日診療所(内)  緯演０３３４
○新 長谷川紀念病院　　　緯演３１０５
○庄 日伝医院　　　　　　緯０８４７７隠２１８０
○真 落合病院(内）　　　　 緯０８６７液１１３３
○真 金田病院(外)　　　　  緯０８６７液１１９１
○真 宮島医院(内)　　　　 緯０８６７瑛２４０３
○高 池田医院　　　　　　緯０８６６鰻２２４４
○高 三村医院　　　　　　緯０８６６浦９０１０

１月２７日
（日）

○新 新見市休日診療所(内)  緯演０３３４
○新 新見中央病院　　　　緯演２１１０
○庄 東城病院　　　　　　緯０８４７７隠２１５０
○真 勝山病院　　　　　　緯０８６７瑛３１６１
○真 さくもとクリニック(外) 緯０８６６液４８３３
○真 イケヤ医院(内)　　　  緯０８６７泳０１２２
○高 仲田医院　　　　　　緯０８６６鰻０５１１

２月３日
（日）

○体の調子が思わしくない時は、症状が重くなる
前に早めの受診を心がけましょう。
○なるべく医療機関の診療体制が整っている「通
常の診療時間内」に受診しましょう。

【問い合わせ先】　市民課　緯演６１３０
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診療時間はいずれも９時から
１７時までです。

【担当医療機関(当番医)】
○新 ＝新見市　○真 ＝真庭市
○高 ＝高梁市　○庄 ＝庄原市

休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日
診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療

健診日程

●３〜４か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成３０年９月生１３：００～１３：３０金１月１８日

●９〜１０か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成３０年２～３月生１２：４５～１３：００木１月１７日

●２歳６か月児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２８年６月生１３：００～１３：３０水１月１６日

●３歳児健康診査

対象児時間曜日月日

平成２７年６月生１３：００～１３：３０木１月１０日
※場所は、市役所南庁舎です。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別
途ご案内します。
※育児相談、健康診査は、新見市で住民登録を行ってい
る人のみ受けることができます。

【問い合わせ先】　健康づくり課　緯演６１２９

健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診
なななななななななななどどどどどどどどどどど

　　　　　　　 24時間いつでも、健康、医療、介護な
　　　　　　　 どの相談を看護師・保健師・医師など
　　　　　　　 の専門スタッフに無料で電話相談で
　　　　　　 きますのでご利用ください。
　　　　　　　■電話番号　電話番号はインター
　　　　　　　　 ネット上では公開しておりません。
■相談日時　年中無休（２４時間対応）
■対 象 者　市内に住所を有する人
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

　　　　　　　 ■電話番号
　 　　　　　　  ＃８０００または０８６ー８０１ー００１８
　　　　　　　 ■相談日時
　　　　　　　　 煙平日１９：００～翌朝８：００
　　　　　　　　 煙土曜、日曜、祝日および１２月２９日 ～
　 翌年１月３日１８：００～翌朝８：００
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね１５歳以下の　
　　　　　　子どもおよびその保護者
【問い合わせ先】市民課　緯演６１３０

にいみ24時間

安全安心
相談ダイヤル

小児
救急医療
電話相談
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土（SAT）金（FRI）木（THU）水（WED）

５４３
新春ロードレース
煙９：００（開始）
煙新見市防災公園
煙生涯学習課緯演６１４８

２
成人式
煙１４：００～１６：００
煙まなび広場にいみ　大ホール
煙生涯学習課緯演６１４７

１２１１
交通事故相談
煙１０：００～１５：００
煙ふれあい会館
煙生活環境課緯演６１２２

１０
消費生活相談
煙１０：３０～１５：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７
岡山県統一ノーレジ袋デー
煙参加各店舗（５３店舗）
煙生活環境課緯演６１２４

９
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙哲多総合センター
煙哲多支局緯横２１１１
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３

１９
こどもお楽しみ会・映画会
煙１４：００～１５：３０
煙まなびの森新見図書館
煙まなびの森新見図書館
　（中央図書館）緯演２８２６

１８１７
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３

１６
煙９：００～１２：００
煙南庁舎煙総務課緯演６２０４
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙南庁舎煙社協本所緯演７３０６
法律相談（要予約）
煙１０：００～１５：００
煙南庁舎煙社協本所緯演７３０６

２６
創業・経営支援セミナー
煙９：００～１６：００
煙南庁舎煙商工観光課緯演６１３７
地方創生にいみカレッジ
「鳴滝塾」
煙１４：００～煙新見公立大学
　学術交流センター
煙地方創生カレッジ
　（新見公立大学）緯演０６３４

２５２４
クアオルト
健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３

２３

２にいみ福祉フォーラム
煙１０：００～１５：３０
煙まなび広場にいみ
煙福祉課緯演６１２６
糖尿病予防講座（第１回）
煙１４：００～１５：３０
煙南庁舎煙市民課緯演６１２３

２／１３１３０

９
男女共同参画セミナー
「落語を交えた講演会」
煙１３：３０～１５：００
煙まなび広場にいみ　小ホール
煙企画政策課緯演６１１４
哲多冬華火 （花火）
煙１８：００～
煙哲多総合運動公園（野球場）
煙哲多支局緯横２１１１

８
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙大佐支局緯殴２１１１
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙おおさ総合センター
煙社協大佐支所緯殴３１１９
交通事故相談
煙１０：００～１５：００煙ふれあい会館
煙生活環境課緯演６１２２

７
消費生活相談
煙１０：３０～１５：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

６
人権・行政・登記・法律相談
煙９：００～１２：００
煙きらめき広場・哲西
煙哲西支局緯押２１１１
心配ごと相談煙９：００～１２：００
煙地域福祉センター
煙社協本所緯演７３０６
煙きらめき広場・哲西
煙社協哲西支所緯押３３３３
クアオルト健康ウオーキング 
煙９：００（開始）
煙協働推進課緯演６１４３
※クアオルト健康ウオーキング =新見富士コース、まんさく運動公園
　　　　　　　　　　　　　　 =満奇洞コース、ふれあいセンター満奇

行事予定＆カレンダー １月

人権相談煙９：００～１２：００
煙南庁舎煙総務課緯演６２０４

人権・行政・登記・家庭
児童・母父子相談
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火（TUE）月（MON）日（SUN）

５４３２１／１ 元日３１１２／３０

１２１１１０９８７
心配ごと相談
煙９：００～１２：００
煙きらめき広場・哲西
煙社協哲西支所緯押３３３３
煙９：３０～１２：００
煙哲多総合センター
煙社協哲多支所緯横３１１１

６

１９１８１７１６１５
岡山県よろず支援拠点による
経営相談（要予約）
煙１４：００～２０：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

１４ 成人の日１３
消防出初式
煙１０：００～１２：００
煙まなび広場にいみ
　大ホール
煙消防本部総務課
　緯演２８１３

２６２５２４２３２２２１２０ 公民館対抗囲碁大会
煙９：００～１５：００煙正田公民館
煙生涯学習課緯演６１４７
新春 ！ わくわく工作会
煙１０：３０～１２：００
煙まなびの森新見図書館
煙まなびの森新見図書館
　（中央図書館）緯演２８２６
映画上映会
「名探偵コナン ゼロの執行人」
煙１４：００～
煙まなび広場にいみ　大ホール
煙生涯学習課緯演６１１０

２２／１３１３０２９２８ ２７創業・経営支援セミナー
煙９：００～１６：００煙南庁舎
煙商工観光課緯演６１３７
宇宙の学校第４回スクーリング
煙１０：００～１２：００
煙まなび広場にいみ　小ホール
煙生涯学習課緯演６１４７

９８７６５
心配ごと相談
煙９：３０～１２：００
煙哲多総合センター
煙社協哲多支所緯横３１１１
岡山県よろず支援拠点による
経営相談（要予約）
煙１４：００～２０：００
煙ふれあい会館
煙商工観光課緯演６１３７

４３
市長杯
スキー・スノーボード大会
煙８：００～
煙いぶきの里スキー場
煙商工観光課緯演６１３６

※社協=新見市社会福祉協議会

CalendarJan

新見市
★市役所
　岡山県新見市新見３１０番地３
★位置
北緯３４度５８分３８秒
東経１３３度２８分１３秒
★面積　７９３.２９平方キロ
★市の生きもの　千屋牛
市の花　アテツマンサク
市の木　ピオーネ

★人口（）は前月比
総人口　29,668人（－３３）
　男　　14,240人（－１１）
　女　　15,428人（－２２）

出生１１人　　　転入２９人
死亡４９人　　　転出２４人

世帯数　12,746世帯（+４）
（平成３０年１１月３０日現在）

市税・保険料
■市県民税　　　　　４期
■国民健康保険税　　７期
■後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　　　７期
■介護保険料　　　　７期

納期限▶1月３１日昭

何の月何の日（１月）

 １５日〜２１日
　防災とボランティア週間
１７日
　防災とボランティアの日

マスコットキャラクター「にーみん」



新見市の番組を『にいみｉチャンネル』で放送中
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す
。
日
本
に
来

た
と
き
に
立
て
た
私
の
目
標
と
、
こ
れ
ま
で

の
達
成
状
況
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
城
が
好
き
で
、
日
本
の
現
存　

天
守

１２

を
全
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

９
つ
を
訪
れ
ま
し
た
。
残
り
は
、
愛
媛
の
宇

和
島
城
、
福
井
の
丸
岡
城
と
青
森
の
弘
前
城

で
す
。
次
は
宇
和
島
に
行
く
予
定
で
す
が
、

城
だ
け
で
な
く
、
闘
牛
も
見
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
つ
か
、　

都
道
府
県
全
て
を
訪
れ
、

４７

そ
の
地
域
の
名
産
品
を
食
べ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、　

都
道

２３

府
県
に
行
き
ま
し
た
。
東
北
と
九
州
に
行
く

の
は
ま
だ
先
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
す
す

め
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
！ 
日
本
の
伝

統
的
な
祭
に
参
加
す
る
こ
と
も
目
標
で
す
。

他
の
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
一
緒

に
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
踊
っ
た
り
、
新

見
大
名
行
列
で
神
輿
を
担
ぐ
の
を
手
伝
っ
た

り
し
た
ほ
か
、
西
大
寺
の
裸
祭
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
私
を
テ
レ
ビ
で
見
か
け
た
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

　

私
が
新
見
に
来
た
時
、
日
本
語
が
全
く
分

か
ら
ず
、
日
々
の
生
活
も
困
難
で
、
時
々
イ

ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

余
暇
に
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
目
標
は
日
本
語
能
力
試
験
の
N
４
レ
ベ

ル
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
達
す
る

こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
独
学
で
言
語
を

学
ぶ
の
は
難
し
い
で
す
が
、
私
の
日
本
語
は

上
達
し
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
今
年
、
来
年
と
何

が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
２
年

間
、
私
は
新
見
を
故
郷
と
呼
び
、
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。
私
を
迎
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

新

     Hello people of Niimi!  My favorite time in 
Niimi are spring and fall, when the colors change.  
I enjoy watching the colorful landscape.  I set for 
myself some goals when I first came to Japan.  So, 
let me share some of those with you and how my 
progress has been so far.
     I love castles, and I wanted to see all 12 of 
Japan’ s remaining originals castles.  So far, I’ ve 
been to 9!  The remaining ones are Uwajima in 
Ehime, Maruoka in Fukui, and Hirosaki in Aomori. 
 Next, I think I will go to Uwajima, to see not only 
the castle, but also bull-sumo!  Someday, I would 
like to visit all 47 of Japan’ s prefectures and try 
their specialties.  So far, I’ ve only been to 23.  I still 
have a long way to go, mainly in Tohoku and 
Kyushu.  Please send me your recommendations! I 
made it a goal to take part in some traditional 
festivals here.  I was able to dance with other ALTs 
at the Niimi Furusato Festival, and I was also asked 
to help carry a portable shrine at the Niimi 
Daimyo festival.  I even participated in the Naked 
Man Festival in Saidaiji.  Maybe you saw me on TV!
     When I arrived first arrive in Niimi, I didn’ t 
know any Japanese, and day to day life was 
difficult and sometimes frustrating.  I took it upon 
myself to teach myself Japanese in my spare time. 
 My goal was to reach JLPT N4, but so far, I have 
not been able too.  I found self studying a language 
to be difficult.  However, I feel that I have 
improved, and will continue to fight!  I am not sure 
what this year and next year holds for me, but I 
have enjoyed calling Niimi my home for these past 
two years.  Thank you for having me!

新見市派遣 AL新見市派遣 ALTT

ジャック・シージャック・シー さんさん
カナダ ブリティッシュコロンビア州出カナダ　ブリティッシュコロンビア州出身身
新見第一中学校・千屋小学校 勤新見第一中学校・千屋小学校　勤務務

●放送時間
　１日３回　９：３０・１５：３０・２１：３０（各３０分枠）
【月・金】
・にいみロコモ体操
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんダンス（うしろから）
・にいみにっこりクッキング『糖尿病予防の食
事』(1/14～）ほか

【火・木・土】
・にいみロコモ体操
・ＧＯ！ＧＯ！にーみんＰＶ
・にいみにっこりクッキング『簡単朝ごはん』ほか

【水・日】
・にいみロコモ体操
・新見市PR動画「牛神家の一族」 （12月末～）
・新見公立大学の各学科の紹介 (1/６～)
・新見男女共同参画プラザをご存知ですか？ほか

●一部インターネットでもご覧になれます！

※番組内容等都合により変更になることがあります。
【問い合わせ先】　秘書広報課☎演６１９０

新見市は英語教育に力を入れていま新見市は英語教育に力を入れていますす
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 新見市の番組動画    検索　郭郭
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